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＜青少年プログラム関係＞ 
１．２０２４年度「スカウトの日」全県連盟実施状況 

県連盟 
参加状況 実施プログラム（団数/複数回答） 追加情報 

回収されたごみの内訳 

（回収した袋の数） 
資源ごみの内訳 

申請数 

（団） 

報告数 

（団） 

スカウト

（人）

指導者 

（人） 
環境 

保全 

社会 

奉仕 

一般 

児童 

国際 

貢献 

災害 

復興 

オリジ

ナル

植樹 

本数 

協力 

団体数 
可燃 

ごみ 

不燃 

ごみ 

資源 

ごみ 
空き缶 

ペット 

ボトル 

北海道 6 5 53 36 5 0 1 0 0 1 0 3 12 16 4 160 95 

青森 4 4 22 19 4 0 0 0 0 1 0 0 4 3 57 52 19 

岩手 1 1 75 15 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 

宮城 7 4 45 20 4 1 0 0 0 1 0 1 21 15 16 36 50 

秋田 1 1 10 4 1 0 0 0 0 0 5 0 1 1 1 15 10 

山形 4 2 27 15 1 0 0 0 0 1 0 1 1 1 2 12 16 

福島 6 4 69 21 4 1 2 0 0 0 0 2 16 3 2 29 41 

茨城 24 22 359 223 22 5 0 2 1 1 13 10 81 44 67 440 448 

栃木 5 3 111 55 3 0 0 0 0 0 0 0 5 3 55 158 149 

群馬 17 15 181 95 14 3 1 0 1 0 8 6 105 12 31 172 187 

埼玉 55 44 913 470 39 9 2 2 4 6 50 25 218 108 118 821 782 

千葉 46 49 750 566 40 10 4 0 0 10 38 9 255 135 140 1,545 1,455 

神奈川 46 39 863 374 38 10 1 0 0 4 50 10 151 72 170 766 865 

山梨 4 4 37 15 4 2 0 0 0 0 0 0 29 17 17 61 68 

東京 72 61 925 650 57 16 2 0 1 5 7 21 394 422 499 1,501 1,488 

新潟 3 3 52 18 3 1 2 0 0 0 0 0 14 2 4 14 16 

富山 5 3 80 35 3 2 1 0 0 3 0 0 13 6 13 110 195 

石川 7 5 120 47 4 3 0 0 0 0 0 3 5 6 8 126 66 

福井 7 7 77 25 7 3 0 0 0 1 0 2 191 232 20 64 108 

長野 13 13 218 109 13 2 1 0 0 2 11 2 24 12 41 106 156 

岐阜 15 13 235 145 12 3 0 0 0 0 2 3 23 10 48 128 155 

静岡 37 28 530 291 28 7 1 1 0 4 70 7 154 32 53 531 425 

愛知 67 57 1,026 714 55 20 1 0 0 7 2 13 243 86 184 909 806 

三重 10 6 89 43 6 0 0 0 1 2 0 1 17 7 14 302 214 

滋賀 13 12 256 126 12 2 0 0 0 1 0 3 145 24 55 205 187 

京都 9 7 69 57 7 1 1 0 0 2 16 1 33 13 22 205 137 

兵庫 38 28 634 267 26 7 1 0 1 3 36 20 66 35 115 734 625 

奈良 5 6 169 74 5 2 0 0 0 1 3 0 64 35 12 100 124 

和歌山 8 7 117 69 7 0 0 0 0 0 3 0 34 14 28 92 87 

大阪 44 40 651 417 37 11 2 2 0 6 7 7 138 36 246 704 972 

鳥取 4 3 51 27 3 1 0 0 0 0 0 3 48 53 12 107 250 

島根 6 2 19 5 2 1 0 0 0 0 0 0 7 2 2 22 50 

岡山 12 8 262 85 8 0 0 0 0 1 0 2 127 22 21 183 163 

広島 14 12 171 85 12 1 0 0 0 0 0 0 47 29 21 131 137 

山口 5 4 42 31 5 0 0 0 0 0 1 0 6 6 5 42 30 

徳島 4 4 47 26 4 1 0 0 0 0 0 5 6 5 6 86 93 

香川 6 5 33 22 5 1 0 0 0 0 5 2 24 10 26 108 72 

愛媛 16 16 278 123 6 3 0 0 0 2 1 3 58 31 22 295 231 

高知 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

福岡 17 13 222 119 12 5 2 0 0 1 13 4 74 18 32 136 172 

佐賀 1 1 19 8 1 1 0 0 0 1 0 0 5 1 13 9 4 

長崎 3 3 22 11 3 0 0 0 0 0 0 0 13 6 5 150 106 

熊本 0 1 9 4 1 0 0 0 0 0 0 0 7 1 2 10 30 

大分 6 5 66 32 5 0 0 0 1 0 21 4 13 6 5 79 86 

宮崎 4 4 31 18 4 0 1 0 0 0 0 0 21 3 6 47 127 

鹿児島 6 6 94 41 5 2 0 0 0 0 0 19 9 6 13 56 76 

沖縄 4 2 23 12 2 1 0 0 0 2 0 0 3 2 42 30 80 

日本連盟 1 1 31 13 1 0 0 0 0 0 0 0 41 40 0 94 93 

合計 689 583  10,183  5,677 541 138 26 7 10 69 362 193 2,966 1,643  2,275  11,683  11,746 

※日本連盟はシンガポール第１団からの報告
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２．２０２４度富士スカウト章・宗教章 県連盟別取得者数 

県連盟 
富士スカウト章 宗 教 章 

2024 年度 前年度 仏 教 キリスト教 神 道 金光教 世界救世教 天理教 合計 前年度 

北海道 1 1 2 2 1 

青森 0 0 0 0 

岩手 0 1 0 0 

宮城 0 0 3 3 4 

秋田 0 0 0 0 

山形 0 0 1 1 0 

福島 0 0 0 1 

茨城 0 1(1) 1 1 2 

栃木 1 1 6 6 9 

群馬 0 3(3) 4 4 2 10 2 

埼玉 4 9(2) 24 5 29 13 

千葉 1 4(2) 2 1 3 6 6 

神奈川 7 11(6) 9 15 6 32 38 

山梨 0 1(1) 0 0 

東京 26 30(9) 34 42 6 82 44 

新潟 0 1(1) 1 1 1 

富山 0 0 0 0 

石川 0 1(1) 0 3 

福井 2 1 3 3 2 

長野 0 3(2) 3 2 5 3 

岐阜 2 4(3) 30 30 9 

静岡 3 5(3) 35 4 39 31 

愛知 11 15(1) 32 3 5 40 24 

三重 0 0 0 1 

滋賀 0 0 0 6 

京都 4 4(3) 3 2 5 9 

兵庫 3 10(5) 10 1 2 13 9 

奈良 2 5(2) 3 1 4 6 

和歌山 2 0 1 1 2 

大阪 6 14(8) 7 4 2 1 14 18 

鳥取 0 0 0 3 

島根 0 0 2 2 0 

岡山 0 0 3 1 4 0 

広島 2 1 3 1 4 8 

山口 0 1(1) 0 0 

徳島 0 0 0 0 

香川 1 0 0 0 

愛媛 5 2(1) 1 1 14 

高知 0 0 0 0 

福岡 3 2(2) 2 2 12 

佐賀 0 0 0 0 

長崎 0 2(1) 0 4 

熊本 0 1(1) 3 3 0 

大分 1 0 0 7 

宮崎 0 1 0 1 

鹿児島 0 0 0 0 

沖縄 1 2 0 2 

合計 88 137(59) 222 83 34 4 0 2 345 295 

180 37 68 9 0 1 前年度 

※（）カッコ内は新型コロナウイルス感染症による活動自粛に伴う特例措置による認証 
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３．２０２４年度富士スカウト章受章者一覧  ２０２４年４月１日～２０２５年３月３１日 

№ 県連盟 氏名 № 県連盟 氏名 № 県連盟 氏名 

4449 愛知 都築 侑生丈 4489 東京 重見 悠史 4529 静岡 渡部 雫巴 

4450 愛媛 大政 奏太 4490 東京 佐々木 万悠子 4530 静岡 長江 晴史 

4451 愛媛 町野 裕太 4491 東京 国分 遼真 4531 福岡 梶山 惺匠 

4452 東京 塩谷 蒼 4492 東京 取出 稜琉 4532 栃木 石井 伊吹 

4453 東京 出原 もも 4493 東京 杉沢 瑠里子 4533 兵庫 堀 陽道 

4454 東京 古澤 優真 4494 静岡 酒井 七華 4534 愛媛 稲井 祐人 

4455 埼玉 関 彩花 4495 兵庫 杉村 幸亮 4535 大阪 杉田 正憲 

4456 兵庫 中森 巧琉 4496 愛知 堀田 壮真 4536 大阪 初田 恭一 

4457 大阪 池山 真依 4497 愛知 林 撞実 

4458 愛知 塚原 悠詞 4498 愛知 鳥居 知恵 

4459 愛知 三矢 陽斗 4499 愛知 魚住 倖平 

4460 愛媛 田中 陽大 4500 愛知 今泉 遼一郎 

4461 愛媛 刺田 昂太 4501 愛知 中根 健丸 

4462 東京 一場 亜紗希 4502 愛知 勝田 那要 

4463 東京 今井 文香 4503 愛知 加藤 咲弥 

4464 東京 高田 庚樹 4504 埼玉 橋本 玲依 

4465 奈良 大垣 海音 4505 和歌山 島本 嶺 

4466 福岡 大隈 幸士郎 4506 岐阜 片岡 知優 

4467 大阪 前田 凌 4507 埼玉 泉山 侑紀 

4468 東京 逢坂 真依 4508 福井 竹沢 拓真 

4469 広島 近末 永遠 4509 和歌山 西田 圭佑 

4470 神奈川 岡田 涼香 4510 埼玉 近江 璃子 

4471 東京 足利 光陽 4511 神奈川 丸山 亮太郎 

4472 東京 谷  勇輝 4512 神奈川 丸山 亜里 

4473 東京 島田 一希 4513 京都 原田 みお 

4474 大阪 矢追 徹太 4514 千葉 小林 里実 

4475 大阪 谷津 晴夢 4515 大分 安部 耀 

4476 香川 大西 悠太 4516 広島 門田 圭吾 

4477 沖縄 真榮城 寿都 4517 神奈川 小林 郁子 

4478 東京 君塚 環 4518 神奈川 増淵 ゆりか 

4479 東京 伊藤 蓮人 4519 神奈川 豊田 釉麻 

4480 東京 岡谷 比呂志 4520 神奈川 井田 翔仁 

4481 東京 須山 通 4521 奈良 川上 小葵 

4482 東京 税所 真子 4522 京都 髙橋 心一 

4483 東京 田口 諒 4523 京都 仙石 稔 

4484 東京 山下 清矢 4524 京都 村田 怜晴 

4485 東京 孕石 真菜実 4525 福岡 宮里 啓太 

4486 東京 伊原 優太 4526 北海道 神原 希生 

4487 東京 髙野 毅 4527 福井 田渕 快 

4488 東京 上村 剣 4528 岐阜 髙木 健介 

合計 21県連盟 88人 
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４．ジャンボリー・オン・ジ・エア（ＪＯＴＡ）２０２４ ／ジャンボリー・オン・ジ・インター 

ネット（ＪＯＴＩ）２０２４参加者数

県連盟 
申込 

申請数 

参加形態（件） 実施形態（件） 参加者（人） 
見学者 

（人） 

合計 

（人） 報告数 両方 JOTA JOTI 県連盟 地区 団 隊 個人 その他 スカウト 指導者 
内、無線 

従事者 

北海道 0 0 - - - - - - - - - - - - - - 

青森 2 2 0 2 0 0 0 0 2 2 0 0 4 2 0 4 

岩手 0 0 - - - - - - - - - - - - - - 

宮城 0 0 - - - - - - - - - - - - - - 

秋田 0 0 - - - - - - - - - - - - - - 

山形 0 0 - - - - - - - - - - - - - - 

福島 0 0 - - - - - - - - - - - - - - 

茨城 1 1 1 0 0 0 1 0 0 0 0 40 21 4 17 78 

栃木 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 - 

群馬 1 1 0 0 1 0 0 0 1 0 0 5 4 0 2 11 

埼玉 5 3 1 0 2 1 0 1 1 0 0 27 26 8 5 58 

千葉 3 1 0 1 0 0 0 1 0 0 0 10 3 2 5 18 

神奈川 9 3 1 0 2 0 1 2 0 0 0 31 18 4 0 49 

山梨 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

東京 13 15 1 13 2 5 0 7 1 1 1 110 45 18 28 183 

新潟 0 1 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 1 1 0 1 

富山 0 0 - - - - - - - - - - - - - - 

石川 0 0 - - - - - - - - - - - - - - 

福井 1 1 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 1 1 0 1 

長野 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

岐阜 0 0 - - - - - - - - - - - - - - 

静岡 8 4 0 3 1 0 0 3 0 1 0 44 28 4 34 106 

愛知 4 2 0 2 0 0 0 2 0 0 0 30 23 5 1 54 

三重 1 1 0 1 0 0 0 0 1 0 0 15 8 2 2 25 

滋賀 3 2 1 1 0 1 0 0 0 1 0 36 9 9 20 65 

京都 3 1 0 0 1 0 0 1 0 0 0 4 1 0 0 5 

兵庫 21 12 4 3 5 1 3 7 0 1 0 169 96 17 23 288 

奈良 3 3 0 1 2 1 1 1 0 0 0 45 23 3 25 93 

和歌山 2 3 2 0 1 2 0 1 0 0 0 54 26 18 18 98 

大阪 34 23 4 1 18 2 4 15 2 0 0 669 395 46 90 1,154 

鳥取 0 0 - - - - - - - - - - - - - - 

島根 0 0 - - - - - - - - - - - - - - 

岡山 0 0 - - - - - - - - - - - - - - 

広島 0 0 - - - - - - - - - - - - - - 

山口 2 2 1 1 0 0 0 2 0 0 0 15 12 9 15 42 

徳島 0 0 - - - - - - - - - - - - - - 

香川 0 0 - - - - - - - - - - - - - - 

愛媛 0 0 - - - - - - - - - - - - - - 

高知 0 0 - - - - - - - - - - - - - - 

福岡 1 0 - - - - - - - - - - - - - - 

佐賀 0 0 - - - - - - - - - - - - - - 

長崎 1 0 - - - - - - - - - - - - - - 

熊本 1 1 0 １ 0 0 0 1 0 0 0 2 2 2 0 4 

大分 0 0 - - - - - - - - - - - - - - 

宮崎 1 1 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 3 3 1 4 

鹿児島 1 0 - - - - - - - - - - - - - - 

沖縄 1 2 0 0 2 0 0 1 1 0 0 13 19 1 3 35 

合計 124 85 16 33 37 15 10 45 9 7 1 1,319 768 159 289 2,376 

前年度 128 59 14 21 24 5 11 30 13 678 548 116 225 1,326 
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＜ 国際関係 ＞ 

１．海外派遣事業 
２０２４年度は、５カ国に６事業３７人の派遣を実施した。 

 

(1) カンダーシュテーク夏季野営スタッフ派遣 

期  間：６月４日（火）～９月１日（日） ９０日間 

場 所：スイス・カンダ―シュテーク国際スカウトセンター 

派遣員：小林千乃（兵庫連盟 神戸第４３団ローバースカウト） 

     松永悠世（福岡県連盟北九州第１団ローバースカウト） 

 

(2) 英国・エセックス国際ジャンボリー派遣 

期 間：７月２６日（金）～８月７日（水）１３日間 

場 所：イギリス・エセックス州 ボーイトンクロス 

派遣員：宮田久代派遣団長他、指導者 1 人、スカウト８人、計１０人 

 

(3) 韓日スカウトフォーラム派遣 

期 間：８月１０日（土）～１４日（水）５日間  

場 所：韓国 全羅北道 茂朱郡（ムジュぐん）  

テーマ：Environment in Scouting 

派遣員：片寄 朗派遣団長、ベンチャースカウト１６人 計１７人 

 

(4) スカウト特別海外派遣（霞会館補助事業） 

派遣員：中務碧雪（京都連盟京都第７７団ローバースカウト） 

期 間：８月１４日（水）～９月１１日（水）２９日間 

派遣先：イタリア各地 

テーマ：「オルタナティブ茶碗蒸し」の開発  

〜茶碗蒸しを通して文化交流・フードロス問題に挑む〜 

 

(5) 第１６回台湾ナショナルローバームート派遣 

 大会期間：８月１５日（木）～２０日（火） 
       ＊大会に合わせて派遣員は各自に日程を定めた  

  場  所：台湾・台北市 陽明山スカウトセンター 

  派 遣 員：ローバースカウト５人 

 

(6) 台湾ナショナル・ローバー・カンファレンス派遣 

  大会期間：２０２５年２月７日（金）～１１日（火） 

      ＊大会に合わせて派遣員は各自に日程を定めた 

  場  所：台湾・高雄市 文藻外語大学 

  派 遣 員：ローバースカウト２人 

 

２．各種国際会議・コース等への出席・参加・奉仕 

 ２０２４年度に実施された国際会議・コース等への参加は、ＡＰＲスカウト委員会関係の会議・行事の他、ローバー

スカウト年代のフォーラム、第１１回ＡＰＲサミット会議、第４３回世界スカウト会議への参加があった。 

 

期間 会議名 場所 出席者・参加者 

4/19 ユース・エンゲージメント小委員会 オンライン 片寄 朗小委員 

4/21 WOSM中長期計画ワークショップ(2024-2033) オンライン 嶋田 寛 APR ｽｶｳﾄ委員 

4/22 APRスカウト委員会 タイ(バンコク) 嶋田 寛 APR ｽｶｳﾄ委員 

4/23-26 APRスカウト財団運営会議 タイ(バンコク) 村山 正副委員長 

4/24-4/27 APRリーダーサミット タイ(バンコク) 

嶋田 寛 APR ｽｶｳﾄ委員 

松平賴昌国際ｺﾐｯｼｮﾅｰ他 

代表団 

5/10-5/12 WOSM中長期計画ワークショップ(2024-2033) オンライン 嶋田 寛 APR ｽｶｳﾄ委員 

5/24 APR Trienium Strategy Meeting オンライン 嶋田 寛 APR ｽｶｳﾄ委員 

5/24 エジュケーション・メソッド小委員会 オンライン 大久保秀人小委員 

5/27 ガバナンス小委員会 オンライン 出田行徳小委員 

7/10-7/13 台湾ジャンボリ― 台湾(台南) 嶋田 寛 APR ｽｶｳﾄ委員 
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7/12 APRカザフスタン連盟訪問計画会議 オンライン 嶋田 寛 APR ｽｶｳﾄ委員 

8/3-8/10 APRカザフスタン連盟訪問 カザフスタン(アスタナ) 嶋田 寛 APR ｽｶｳﾄ委員 

8/17-23 第４３回世界スカウト会議 エジプト・カイロ 
中野まり世界表彰委員長 

水野正人首席代表他代表団 

9/6 キルギス連盟新規加盟支援会議 オンライン 嶋田 寛 APR ｽｶｳﾄ委員 

9/13 キルギス連盟新規加盟支援会議 オンライン 嶋田 寛 APR ｽｶｳﾄ委員 

9/22 インドネシア連盟国際ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ オンライン 嶋田 寛 APR ｽｶｳﾄ委員 

9/27 キルギス連盟新規加盟支援会議 オンライン 嶋田 寛 APR ｽｶｳﾄ委員 

9/30-10/4 フィリピン連盟加盟員増強大会 フィリピン(マニラ) 嶋田 寛 APR ｽｶｳﾄ委員 

10/16-20 APR基金造成ワークショップ 台湾(台北) 村山 正副委員長 

10/16-20 APRスカウト財団運営会議 台湾(台北) 村山 正副委員長 

10/17-10/19 APR基金増強ワークショップ 台湾(台北) 嶋田 寛 APR ｽｶｳﾄ委員 

10/21-10/24 APRグッドガバナンスワークショップ 台湾(台北) 嶋田 寛 APR ｽｶｳﾄ委員 

10/5-10/6 APRスカウト委員会 フィリピン(マニラ) 嶋田 寛 APR ｽｶｳﾄ委員 

10/17 ガバナンス小委員会 オンライン 出田行徳小委員 

10/18 APR表彰委員会 オンライン 嶋田 寛 APR ｽｶｳﾄ委員 

10/19 APR財団基金増強夕食会 台湾(台北) 嶋田 寛 APR ｽｶｳﾄ委員 

10/27 香港連盟スカウトラリー 香港(九龍) 嶋田 寛 APR ｽｶｳﾄ委員 

10/31 APR教育法小委員会会議 福岡 嶋田 寛 APR ｽｶｳﾄ委員 

10/31 エジュケーション・メソッド小委員会 福岡 大久保秀人小委員 

11/1-11/4 APR AIS ワークショップ  福岡 

嶋田 寛 APR ｽｶｳﾄ委員 

大久保秀人小委員 

松平国際ｺﾐｯｼｮﾅｰ 

参加者 10人 

11/4 APRスカウト財団基金造成福岡大会準備会議 福岡 村山 正副委員長 

11/14 CJK事務局長会議 オンライン 大久保秀人事務局長 

11/15 キルギス連盟新規加盟支援会議 オンライン 嶋田 寛 APR ｽｶｳﾄ委員 

11/15 APR ﾀﾞｲﾊﾞｼﾃｨ&ｲﾝｸﾙｰｼﾞｮﾝ小委員会会議 オンライン 嶋田 寛 APR ｽｶｳﾄ委員 

11/23 APR ﾀﾞｲﾊﾞｼﾃｨ&ｲﾝｸﾙｰｼﾞｮﾝ小委員会会議 台湾(高雄) 嶋田 寛 APR ｽｶｳﾄ委員 

11/24-11/28 APR ﾀﾞｲﾊﾞｰｼﾃｨ&ｲﾝｸﾙｰｼﾞｮﾝﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ 台湾(高雄) 
嶋田 寛 APR ｽｶｳﾄ委員 

田村聡子理事・菊池桐子理事 

12/4 ガバナンス小委員会 オンライン 出田行徳小委員 

12/6 エジュケーション・メソッド小委員会 オンライン 大久保秀人小委員 

12/19 ユース・エンゲージメント小委員会 オンライン 片寄 朗小委員 

2/7 APR ﾀﾞｲﾊﾞｼﾃｨ&ｲﾝｸﾙｰｼﾞｮﾝ小委員会会議 オンライン 嶋田 寛 APR ｽｶｳﾄ委員 

2/7 キルギス連盟新規加盟支援会議 オンライン 嶋田 寛 APR ｽｶｳﾄ委員 

2/10 ガバナンス小委員会 オンライン 出田行徳小委員 

1/27-1/30 インド連盟 100周年記念ジャンボリ― インド(ﾃｨﾙﾁﾗｰﾊﾟｯﾘ) 嶋田 寛 APR ｽｶｳﾄ委員 

3/31-3/14 APR国際文化ワークショップ フィリピン(マニラ) 嶋田 寛 APR ｽｶｳﾄ委員 

 

３．招聘事業 
 

(1) 日韓スカウト交歓計画 

 期  間：２０２５年１月１３日（土）～１月１９日（日） ９日間 

参 加 者：韓国連盟よりスカウト２４人、指導者４人 合計２８人 

      １月１３日から１５日まで実施した日韓スカウトフォーラムへの日本参加者は３２県連から４７人 

訪 問 地：東京・富士・箱根・熱海・鎌倉・横浜 

 

４． 国内開催国際関係会合等 
 

(1) 国際担当者連絡会（第１回） 

日 時：７月１６日（火）２０：００～２１：００ 
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場 所：オンライン 

出席者：松平国際コミッショナー、ほか構成員１１人 

議 題：夏季国際交流事業報告、第４３回世界スカウト会議 

(2) 国際担当者連絡会（第２回）

日 時：９月２６日（木）２０：００～２１：３０

場 所：オンライン

出席者：松平国際コミッショナー、ほか構成員１１人

議 題：第４３回世界スカウト会議報告

(3) 国際担当者連絡会（第３回）

日 時：１１月２６日（火）２０：００～２１：３０

場 所：オンライン

出席者：松平国際コミッショナー、ほか構成員１１人

議 題：ＡＰＲ ＡＩＳワークショップ報告

(4) 日韓スカウト交歓計画実行委員会（第１回）

日 時：１０月２５日（金）２０：００～２１：３０

場 所：オンライン

出席者：出田実行委員長ほか委員４人

議 題：事業内容の検討

(5) 日韓スカウト交歓計画実行委員会（第２回）

日 時：１２月１日（日）１０：００～１２：００

場 所：国立オリンピック記念青少年総合センター

出席者：出田実行委員長ほか委員４人

議 題：事業内容の検討

(6) 日韓スカウト交歓計画スタッフ打合せ会

日 時：１２月１日（日）１３：００～１６：００

場 所：国立オリンピック記念青少年総合センター

出席者：出田実行委員長、ほか委員・ローバースタッフ１２人

議 題：日韓スカウトフォーラムの実施内容

(5) 日韓スカウト交歓計画実行委員会（第３回）

日 時：１月３１日（金）２０：００～２１：３０

場 所：オンライン

出席者：出田実行委員長ほか委員４人

議 題：事業評価、報告書の作成

５．県連盟・地区・団等による「海外派遣」 

今年度は、県連盟・地区・団等による「海外派遣」１５件が承認され実施した。（実施順） 

(1) 愛知連盟「第１５回ローバース緑化プロジェクト派遣」

期 間：５月１０日（金）～５月１２日（日） ３日間

訪問国：韓国

参加者：１２人（スカウト９人、指導者３人）

内 容：ローバースカウトによる緑化プロジェクト

引率責任者：谷澤 季也（県副コミッショナー）

(2) 静岡県連盟国際専門委員会「静岡県連盟台中市童軍会１２ＮＪ訪問団」

期 間：７月１０日（水）～７月１３日（土） ４日間

訪問国：台湾

参加者：４人（指導者４人）

内 容：指導者間の相互理解、交流

引率責任者：大山 正晃（県連盟国際委員長）

(3) 福岡県連盟「第１２回台湾国内ジャンボリー親善見学（台湾・高雄連盟）」

期 間：７月１２日（金）～７月１６日（火） ５日間

訪問国：台湾

参加者：６人（指導者６人）

内 容：高雄連盟と国内ジャンボリー親善見学

引率責任者：井手 直秀（県連盟理事長）
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(4) 神奈川連盟川崎地区協議会「第３０回ボルチモア‐川崎市姉妹都市ボーイスカウト交流派遣」

期 間：７月２０日（土）～８月６日（月） １８日間

訪問国：アメリカ

参加者：１６人（スカウト１２人 指導者４人）

内 容：姉妹都市交流親善プログラム

引率責任者：西角 恵輔（川崎第４３団ベンチャー副長）

(5) 東京連盟多摩西地区「ＢＳＡサンフランシスコ２９隊交流計画」

期 間：７月２７日（土）～８月９日（金） １４日間

訪問国：アメリカ

参加者：１１人（スカウト７人 指導者３人 インストラクター１人）

内 容：ＢＳＡサンフランシスコ２９隊との国際交流

引率責任者：大神田 久（八王子第５団団委員長）

(6) 神奈川連盟横浜第８７団「韓国・仁川連盟１００周年記念キャンポリー」

期 間：８月１日（木）～８月４日（日） ４日間

訪問国：韓国

参加者：１０人（スカウト４人 指導者５人 インストラクター１人）

内 容：韓国・仁川連盟との国際親善

引率責任者：鈴木 令子（横浜第８７団ベンチャー隊副長）

(7) 石川県連盟加賀第３団 「傳薪開放童軍団(台北第３４６団）国際親子キャンプ参加」

期 間：８月２日（金）～８月６日（火） ５日間

訪問国：台湾

参加者：１１人（スカウト９人 指導者２人）

内 容：友好団台北第３４６団との交流キャンプ

引率責任者：高村 昌克 （加賀第３団副団委員長）

(8) 東京連盟台東第３団 「７５周年記念ＲＳＶＳ合同台湾キャンプ」

期 間：８月６日（火）～８月１１日（日） ６日間

訪問国：台湾

参加者：２０人（スカウト１６人 指導者４人）

内 容：ＲＳ、ＶＳ合同海外キャンプ企画、国際理解、国際交流

引率責任者：吉益 英孝（台東第３団ベンチャー隊長）

(9) 滋賀連盟大津第１５団「第１３次国際交流会」

期 間：８月１０日（土）～８月 1５日（木） ６日間

訪問国：韓国

参加者：７人（スカウト４人 指導者３人）

内 容：韓国湖畔地域隊との交流事業

引率責任者：徐 一雄（大津第１５団団委員長）

(10)東京連盟台東第７団ベンチャー隊「第１０回台東第７団海外キャンプ派遣」

期 間：８月１９日（月）～８月２８日（水） １０日間

訪問国：カナダ

参加者：１３人（スカウト７人 指導者３人 インストラクター３人）

内 容：カナダでの海外キャンプ

引率責任者：木島 亮祐（台東第７団ベンチャー隊長）

(11)長野県連盟茅野第１団「高雄市交流キャンプ」

期 間：１１月２８日（木）～１２月２日（月） ５日間

訪問国：台湾

参加者：１４人（スカウト１０人 指導者４人）

内 容：姉妹都市高雄市キャンプ参加、国際親善

引率責任者：矢崎 昌彦（茅野第１団団委員長）

(12)東京連盟「台湾連盟ボーイスカウト淡江大学 創立５０周年式典参加」

期 間：１２月２０日（金）～１２月２３日（月） ４日間

訪問国：台湾

参加者：１４人（指導者１４人）

内 容：淡江大学の創立５０周年式典参加

引率責任者：井沢 啓一 （県連盟副理事長）
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(13)千葉県連盟うみかぜ地区「第１１回ヒューストン交流（派遣）事業」 

期 間：１２月２２日（日）～１２月３１日（火） １０日間 

訪問国：アメリカ 

参加者：１８人（スカウト１４人、指導者４人） 

内 容：米国スカウトとの親善交歓 

引率責任者：板垣 弘希（千葉第１３団副団委員長） 

 

(14)神奈川連盟みなと地区・横浜地区連合会「ボーイスカウト横浜地区連合会フィリピン渡航プログラム事業」 

期 間：１２月２６日（木）～２０２５年１月１日（水）７日間 

訪問国：フィリピン 

参加者：２０人（スカウト１２人 指導者８人） 

内 容：国際交流、国際親善、異文化理解 

引率責任者：伊藤 彰記 （横浜地区国際委員会副委員長） 

 

(15)静岡県連盟国際専門委員会「県連盟 民国 114年台中市童軍會童軍節派遣団」 

  期 間：３月４日（火）～３月７日（金） ４日間 

  訪問国：台湾 

  参加者：３人（指導者３人） 

  内 容：今後の交流について意見交換、国際親善 

 引率責任者：大山 正晃（県連盟国際専門委員長） 

 

６．国際紹介状の発給 

個人的な旅行・研修・出張・留学等の目的で海外に渡航する加盟員に県連盟経由の申請に基づき「国際紹介状」を

３７通発給した。（日本連盟海外派遣と県連盟・地区・団等による海外派遣を除く） 

その内訳は次のとおりである。 

 

申請者所属県連盟別集計：宮城１件、千葉１件、神奈川３件、東京７件、石川１件、長野１件、岐阜１件、 

 静岡２件、滋賀６件、京都３件、兵庫１件、奈良４件、大阪２件、福岡３件、大分１件 

 

渡航先地域集計（複数国訪問を含む）：台湾９件、韓国７件、タイ５件、アメリカ４件、カナダ２件、オーストラ

リア３件、スイス２件、マレーシア１件、フィリピン１件、ベトナム１件、スウェーデン１件、チェコ１件、ニュ

ージーランド１件、フィンランド１件、ドイツ１件 

 

７．県連盟・地区・団等による「外国スカウト受入計画」 

県連盟・地区・団等の計画による「外国スカウト受入計画」は次の４件が承認され実施された。（実施順） 

 

(1) 兵庫連盟「兵庫連盟合同野営大会」 

  期 間：８月１３日（火）～８月１４日（水曜）２日間 

  招待先：台湾・桃園連盟 

  人 員：２０人（指導者２０人） 

  受入責任者：大橋 功治（兵庫連盟国際部会長） 

   

(2) 愛知連盟「第３回ボーイスカウト東海４県連盟合同野営大会受け入れ計画」 

  期 間：８月２日（金）～８月９日（金）８日間 

  招待先： 韓国・ソウル北部連盟  

  人 員：３０人（スカウト２２人 指導者８人） 

  受入責任者：河村 武人（愛知連盟理事・行事国際委員長） 

 

(3) 愛知連盟 「韓国ソウル北部連盟との友好提携３０周年記念事業受け入れ計画」  

  期 間：１１月１日（金）～１１月５日（火）５日間  

  招待先：韓国・ソウル北部連盟  

  人 員：１３人（スカウト１人 指導者１２人） 

  受入責任者：河村 武人（愛知連盟理事・行事国際委員長） 

 

(4) 神奈川連盟「台湾台南市童軍会第６６団カブスカウト隊・横浜地区カブスカウト交歓会」  

  期 間：２月２日（日）１日間  

  招待先：台湾(台南市童軍会) 

  人 員：１６人（スカウト７人 指導者９人） 

  受入責任者：根岸 進一（横浜第５７団団委員・横浜地区相談役） 
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８．外国連盟等からの表彰 

今年度の外国連盟等からの表彰は次の方々に贈られた。 

(1) 韓国連盟「無窮花銅章」（５月２５日）

出田行徳（専務理事）

(2) 台湾連盟国際有功章（７月１１日）

緑玉国花榮誉章  中野まり（相談役、元世界スカウト委員） 

緑玉雄獅榮誉章 松平頼昌（国際コミッショナー、ＡＰＲソーシャルインパクト小委員長） 

嶋田 寛（相談役、ＡＰＲスカウト委員会委員） 

国際友誼章 出田行徳（専務理事、ＡＰＲガバナンス小委委員会委員） 

大久保秀人（事務局長、ＡＰＲ教育手法小委員会委員） 

真山明夫（東京連盟理事長） 

楡原 仁（東京連盟国際委員長） 

薬袋豊夫（神奈川連盟参与） 

(3) スウェーデン連盟「グスタフ・アドルフス章」（１０月１３日）

中野まり（相談役、元世界スカウト委員）

９．外国連盟指導者への表彰 

(1) 国際親善章の贈呈

１１月２日 チョ ドンシク（韓国連盟ナショナルトレーニングコミッショナー）

ハム チャウン（韓国連盟ソウル北部地区国際コミッショナー）

(2) 国際功労章の贈呈

銀桜章

５月２５日 ホ ジュンホ（韓国連盟ソウル北部地区チーフコミッショナー）

チョ ドンシク（韓国連盟ソウル北部地区元国際コミッショナー）

チョ ヒョンホ（韓国連盟ソウル北部地区事務局長）

  １１月 ２日 カン ヒョンシク（韓国連盟ソウル北部連盟副連盟長）

(3) 感謝状の贈呈

５月２５日 キム チョンホ（韓国連盟ソウル北部地区連盟長）

１０．国際協力資金について 

(1) 国際救援金による外国連盟への義捐金の送金

４月３日に発生した台湾東部（宜蘭県・花蓮県）における地震の見舞金として、国際救援金から

１，０００ＵＳドルの寄付を行った。

(2) 人道支援のための募金の送金

今年度の実施はなかった。

(3) 海外派遣貸付金

２０２２年度に全員の返済が完了し、現在貸付はない。

１１．第１１回ＡＰＲサミット会議 

会議期間： ４月２４日（水）～４月２７日（土）４日間

会議場所： タイ・バンコク モンティエン リバーサイド ホテル

対 象 者： ＡＰＲ各国連盟のチーフコミッショナー、国際コミッショナー、事務局長の３人

会議内容： ①ＡＰＲ３年間計画の進捗状況の確認

②ＡＰＲの主要な課題に関する協議・検討

③ＡＰＲの将来の方向性の準備

④２０２４年８月の第４３回世界スカウト会議に向けたＡＰＲとしての準備

⑤２０２５年１０月の第２７回ＡＰＲスカウト会議（台湾）の準備

日本代表団：松平 賴昌 理事・国際コミッショナー

吉野 博樹 理事・ＡＩＳコミッショナー

大久保秀人 事務局長
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＜ＡＰＲの職をもって日本連盟から参加する者＞

嶋田  寛 ＡＰＲスカウト委員（日本連盟相談役）

今回はアジア太平洋地域の２７カ国連盟から１２４人が集まり、２０１９年以降の進捗を確認しつつ、２０２５

年から２０２８年に向けた戦略を議論した。 

主要議題：

（1） セーフ・フロム・ハームの推進

① 子ども・若者・成人すべてのスカウト活動において、安全と健全性を確保する取り組みを強化

② 地域イベントにおける通報手順や「Listening Ears」の設置を推奨。

③ 青少年向けイベントの行動規範（Code of Conduct）を策定

（2） ガバナンス、成長戦略、ブランド管理、青少年プログラム、指導者育成。

（3） 地域の主なプロジェクト進捗：Ticket to Life、Messengers of Peace、Re-energizing Scouting

など。

（4） 教育的手法に関するプロジェクトや調査（教育手法調査、持続可能な開発のためのスカウト教育な

ど）。

１２．第４３回世界スカウト会議 

会議期間：２０２４年８月１７日（土）～８月２３日（金） ７日間 

開催場所：エジプト・カイロ、インターコンチネンタル・カイロシティスターズホテル 

主  催：世界スカウト機構 

テ ー マ：A new adventure(新たなアドベンチャー)

日本代表団 

＜代表 6人＞ 

1. 水野 正人 理事長(首席代表) 

2. 出田 行徳 専務理事 

3. 村田 禎章 総コミッショナー 

4. 松平 賴昌 国際コミッショナー 

5. 大久保 秀人 事務局長

6. 野元 心結 青年代表(神奈川) 

＜職をもって参加する者＞ 

中野 まり 世界表彰委員会委員長として参加 (元世界スカウト委員) （会議の資格認証委員としても参加） 

＜オブザーバー7人＞ 

7. 木下 航太 青年参加者（東京） 

8. 河野 ハルカ 青年参加者（愛媛）

9. 木村 直登 理事・広報委員長 

10. 鈴木 武道 元世界スカウト委員（神奈川） 

11. 鈴木 令子 相談役・元ＡＰＲスカウト委員（神奈川） 

12. 山田 哲司 事務局職員 

13. 小高 響子 事務局職員 

主な日程 

参加者数 

１７６の国と地域から約２，０００人が参加（オンライン参加含む） 

午前 午後 夕方 

8月 17日 会議の説明 開会セッション 開会式 

8月 18日 全体会／分科会 分科会 国際の夕べ 

8月 19日 地域別会合 全体会 

8月 20日 全体会／分科会 全体会 

8月 21日 各国ワークショップ ザ・ゲーム（場外） エジプトの夕べ

8月 22日 全体会（決議） 全体会（決議） 

8月 23日 全体会／表彰 閉会セッション 閉会式 
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トピックス 

１．ＩＣＴの活用 

 会議の公式ホームページが立ち上がり、必要な情報が順次掲載されていました。また直前には専用のアプ

リが公開され、期間中のスケジュールや主催事務局からの各種アナウンスはアプリを通じて発信されました。 

 投票についても前回に引き続き e-Voting システムが導入され、各ＮＳＯはパソコンやタブレットで投票

に参加した。 

日本派遣団内でもコミュニケーションツールを活用して期間中の会議を円滑なものとした。また日本連盟の

ＳＮＳにおいても積極的に情報を発信し、世界会議の状況をレポートした。 

 

２．大会ボランティア 

 エジプト国内および国際ボランティアチームとして約３００人が会議の円滑な運営を支えた。いくつかの

チームに分かれており、ＮＳＯサポートチームは空港到着時から会議の終わりまで各ＮＳＯの支援を行って

くれた。特に今回はエジプト連盟で日本語が堪能なスタッフがいたこともあり日本派遣団にとって大きな手

助けになった。 

 

３．言語対応 

 会議は主に英語で行われたが、会場には翻訳ブースが並び、フランス語はもちろんアラビア語やスペイン

語などいくつかの言語に同時通訳された。参加者は翻訳機を借りることができ、会議に言語の壁なく参加す

ることができた。 

 

４．会議運営協力 

オブザーバーの木村直登理事がＷＯＳＭからの依頼により本会議のテラー（投票確認係）を務めた。 

 

 

 

１．世界スカウト機構への加盟 

前回会議以降に新たに加わった連盟は次のとおり。 

-Antigua and Barbuda Scout Association（アンティグア・バーブーダ スカウト連盟） 

-Scoutisme Congolais（コンゴ民主共和国スカウト連盟） 

-Scouts et Guides du Mali（マリ スカウト連盟とガールガイド連盟） 

-Scouts of Albania（アルバニア スカウト連盟） 

（日本語は全て仮訳） 

 

２．世界スカウト委員 

２０２４年から２０２７年の３年間に活動する世界スカウト委員会のメンバー１２名を選出した。 

世界スカウト委員会は、世界スカウト運動機構（ＷＯＳＭ）の運営委員会であり、世界スカウト会議と世界

スカウト事務局とともに、ＷＯＳＭ 憲章に概説されている組織の３つの組織のうちの１つ。 

各ＮＳＯから推薦された２６人の候補者の中から、投票によって次の１２名が世界スカウト委員会のメンバ

ーとして選出されました。最高齢は５０歳、最低齢は２９歳で平均３７歳の委員会となった。 

Daniël Corsen, Curaçao（委員長）37歳 

＊Mori Chi-Kin Cheng, Hong Kong（副委員長）29歳  

Julius Kramer, Sweden（副委員長）29歳 

Victor Atipagah, Ghana 38歳 

Elise Drouet, France 41歳 

Callum Kaye, United Kingdom 38歳 

Steve Kent, Canada 46歳 

Nour Elhouda Mahmoudi, Algeria、29歳 

Martin Meier, Liechtenstein、29歳 

Mohammad Omar (MO), Egypt、50歳 

＊Christine “Chrissy” Pollithy, Germany、32歳 

Sahali Marie-Louise Charlotte Ycossie, Côte d’Ivoire、37歳 

＊は再任の委員 

 

３．今後の世界スカウト行事開催国 

(1)世界スカウトムート 

投票の結果、第１７回世界スカウトムートは２０２９年に台湾で開催される事となった。 

（台湾連盟のみの立候補により承認投票が行われ、８９４票の賛成により決定） 

プログラムコンセプトは、エネルギー節約と生物多様性の保護に重点を置いた環境の持続可能性への取

り組みを体現し、将来の世代のために地球が活気に満ちた繁栄し続けることを保証されるものとなって

いる。 
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(2)第４４回世界スカウト会議 

２０２７年の世界スカウト会議について、イギリスとルワンダが立候補し、投票の結果イギリス５１５

票、ルワンダ４６９票で、イギリスでの開催が決まった。次回の会議は、第４３回世界スカウト会議での

決定に基づいて、若者の参加を増やし、世界スカウティングの加盟組織の招集方法を継続的に革新してい

くことになる。１９２０年の第１回会議以来はじめてロンドンで開催されることとなった。 

 

(3)第２７回世界スカウトジャンボリー 

２０３１年の世界スカウトジャンボリーについて、同盟国（バングラデシュ、エクアドル、エジプト、

ケニヤ、アメリカ）とデンマークが立候補しており、投票の結果、同盟国２５６票、デンマーク７３４票

で、デンマークでの開催となった。 

デンマークで世界スカウトジャンボリーを開催するのは、１９２４年８月に第２回世界スカウトジャン

ボリーが開催されて以来、１世紀ぶり２度目となる。 

 

４．３か年計画の報告（抜粋） 

（1） 世界的な会員数の増加 

新型コロナウイルス感染症のパンデミックの影響から会員数が完全に回復し、過去１０年間で全世界

の会員数が２２．６％増加した。この増加には、スカウト活動に携わる若者とボランティアの数が推定

３，８００万人から５，７００万人に増加したこと、スカウト活動に参加する少女と女性の数が大幅に

増加し、ほぼ１，７００万人に達し、史上最高を記録したことが含まれる｡ 

（2） より良い世界を創るためにコミュニティに力を与える 

Scouts for SDGs は、持続可能な開発目標(SDGs)への世界最大の協調的な若者主導の貢献をするため

に若者を動員している。今日、スカウトは １，６００ 万件のコミュニティサービス活動を通じて

SDGsの達成に向けて３０億時間近く貢献しており、全国スカウト組織（ＮＳＯ）の８３％が Earth Tribe

または Scouts for SDGsプログラムを実施している。 

（3） スカウト活動は、すべての人にとって安全で包括的な環境を提供します 

児童および青少年の保護は過去１０年間にわたり最優先事項であり、すべての国連盟が世界スカウト

連盟の会員資格である Safe from Harm 要件を満たすことを保証するための新しい評価ツールと年次

報告メカニズムの開発により、今後もその重要性は高まり続ける。包括的な Safe from Harm 評価ツー

ルが導入され、徹底した評価と国連盟への建設的なフィードバックが促進された。各国連盟が保護対策

を強化できるよう、トレーニングカリキュラムと追加リソースが導入された。 

（4） 若者のリーダーシップと意思決定の促進 

スカウト運動のあらゆるレベルで、若者のリーダーシップと意思決定への関与を高めるための重要な

措置が講じられている２０２１年の世界スカウト会議で承認された更新された若者関与戦略に対応し

て、若者関与タスクフォースは、若者の有意義な参加に対する制度的、構造的、文化的障壁を特定し、

対処した。世界スカウト委員会における若者の代表を強化することに加えて、世界青年顧問制度の廃止

後も若者の関与を継続するための新しい戦略を策定する必要がある。 

 

５．スカウト運動の次の戦略 

会議にて”the next Strategy for Scouting”が満場一致で承認された。 

この戦略は、３つの強力な影響ステートメントと７つの戦略的優先事項を中心に構築されており各優先事項は、

スカウト活動の経験を強化し、向上させるために慎重に作成されている。これらの優先事項は単なる目標では

なく、すべての若者がリーダーシップを発揮し、学び、変化をもたらすよう刺激される世界を創造するための

取り組みとなっている。 

この戦略では、平和で包括的な世界の育成、持続可能性の促進、スカウティングの回復力と適応力の確保とい

う３つの重要な影響領域が強調されている。この長期戦略に向けて、次の 3か年で取り組むことについては次

項目のとおり。 

  

６．今後の３か年計画 

第４３回世界スカウト会議で承認された２０２４－２０２７年世界三カ年計画の草案目標は、今後、他の会

議決議や世界スカウト会議の成果とともに、世界スカウト委員会によって検討される。会議決議 2024-04に示

されているように、世界スカウト委員会はこれらの意見をすべて活用し、最終版の２０２４－２０２７年世界

三カ年計画を策定・承認し、２０２４年１２月３１日までに会員組織と共有する。 

 

７．世界イベントの今後の方針 

新しい戦略は、安全性、包括性、および技術の進歩を成功の重要な柱として強調している。２つのレベルで

明確な優先事項を定め、世界スカウトイベントの発展へと導く。 

第１レベルでは、スカウト運動に変革をもたらし、今後９年間にわたって教育プログラムを強化することに重

点を置いている。これらの優先事項は、世界スカウトジャンボリーや世界スカウトムートなどのイベントを形

作る上で不可欠であり、世界規模で団結と学習を促進することで、期待に応えるだけでなく、期待を上回るイ

ベントを実現する。 

第２レベルの優先事項は、国、地域、世界レベルで全国スカウト組織にサポートを提供することに重点を置い
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ており、これらの重要な集会の完全性と影響力を維持するための戦略的な調整を可能にする。 

 

８．分科会 

「今後のスカウト運動の戦略」や「世界の３か年計画」などについて国連盟間を超えたグループ編成で分科

会が行われた。日本代表団もそれぞれのグループに分かれて自国の状況などを踏まえながら議論を交わした。 

 

９．各国連盟の事例紹介 

「リブランディング」「ユースエンゲージメント」「会員拡充」「環境プログラム」などをテーマにいくつ

かの国連盟が自国の取り組みについて紹介した。日本代表団もそれぞれ分かれてテーマに参加し、その国の取

り組みから日本でも参考になる内容などを学ぶことができた。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第４３回世界スカウト会議 決議 
 

2024-01 加盟国組織の登録 
当会議は、 

以下のメンバーが世界スカウト機構に加盟することを歓迎し、記録する。 

 ２０２２年１１月２４日付 

    －アンティグア・バーブーダスカウト連盟 

 ２０２３年８月９日付 

    －コンゴ民主共和国スカウト連盟 

 ２０２４年６月９日付 

    －マリスカウト連盟とガールガイド連盟 

 ２０２４年８月１６日付 

    -アルバニアスカウト連盟 

２０２３年１０月１日からユーラシア地域を段階的に廃止するという世界スカウト委員会の決定と、そ

の後のヨーロッパ地域とアジア太平洋地域の地理的境界の調整について言及している。 

 

2024-02 ＷＯＳＭ登録料 
当会議は、 

－ ＷＯＳＭの登録料システムは２０１１年以来変わっておらず、その結果、この源泉からのＷＯＳＭの

収入も変わっていないことに留意し、 

－ 世界銀行の消費者物価指数に基づくと、インフレ率は２０１１年以来世界的に３７．０２％上昇して

おり、年平均３．０８％であることに留意し、 

－ 会員組織に提供されるサービスの増加と、イベントや活動の監視とサポートの強化に対するＷＯＳＭ

への期待の高まりを考慮し、 

－ 世界スカウト委員会に対し、加盟組織の経済状況とスカウト会員の状況の推移を注意深く監視し、第

４３回世界スカウト会議でのＷＯＳＭ登録料システムの修正提案が正当であるかどうかを評価するよ

う要請した会議決議２０２１－０２を念頭に置き、 

次のとおり決める 

 会議決議２０１１－０２で承認された現在のＷＯＳＭ登録料金システムを維持する。 

 世界的なインフレを考慮して、各加盟組織が支払っている現在の料金に固定の５％の増額を追加す

る。 

 この増額は２０２４～２０２５会計年度から適用され、世界スカウト会議によって別途決定される

まで適用されること。 

 

 会員組織が引き続き経験している財務上の課題や、インフレが WOSM の財務と運営に与える継続的な

負担に留意し続けます。 

 世界スカウト委員会は、基礎となる手数料モデルと、それがＷＯＳＭの資金調達モデル全体にどのよ

うな影響を与えるかを見直すよう求められています。具体的には、これは２段階で発生します。 

 

ステージ 1 - タスクフォースが募集され、会員組織からのフィードバックをもとに料金システムを見直す

計画が策定されます。この計画は世界スカウト委員によって検討されます。 
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ステージ 2 - 世界スカウト委員会によって承認された計画は、２０２７年の世界スカウト会議で発表され

た成果物と加盟組織への年次進捗報告書とともにタスクフォースによって実行および着手されます。 

 

 これにより、２０２７年の世界スカウト会議で料金モデルが投票されることになります。 

 

2024-03 スカウティングの戦略 
当会議は、 

－ ２０１４年以降、スカウト運動のための「ビジョン２０２３」をスカウティング戦略として成功裏に実

施したことを考慮し、 

－ 次のスカウティング戦略を策定するにあたり、若者、地域のスカウトリーダー、加盟組織のリーダーシ

ップ、およびパートナーからの貴重な洞察を含む、スカウト運動全体での協力プロセスを認識し、 

－ 次の１０年間でスカウト運動が地域社会および世界で達成したい影響と変革に焦点を当てた次期スカ

ウティング戦略を歓迎し、 

－ 会議文書５Ｂで概説され、修正された提案された戦略的枠組みを、次の３つの三ヵ年計画（トリニウム）

の「スカウティング戦略」として承認する; 

 

 世界および地域のスカウト委員会に対し、 

 世界各地の異なるニーズと現実を考慮した三年間計画を通じて、スカウティング戦略の調整された実

施を確保するよう要請する; 

 スカウティング戦略の実施に関する定期的な進捗報告を、世界および地域のスカウト会議に提供する

よう要請する; 

 世界スカウト事務局に対し、 

 

会議文書６Ａで概説されているように、スカウティング戦略の統合されたモニタリングおよび評価フレー

ムワークを実施するよう要請する； 

加盟組織が新しいスカウティング戦略を自国の戦略および計画に採用できるよう支援を提供することを確

保するよう要請する； 

加盟組織に対し、地域の現実と文化を考慮しながら、自国の戦略にスカウティング戦略を組み込むよう要請

する。 

 

2024-04 世界三か年計画 2024-2027 
当会議は、 

－第４３回世界スカウト会議で検討された会議文書５Ｂにおける次期スカウティング戦略に留意し、 

－次期スカウティング戦略の成功した実施を確保するために、シンプルで整合性のある枠組みと共通のモ

ニタリングおよび評価システムを通じて、世界スカウト委員会によって承認された会議文書６Ａで概説さ

れているＷＯＳＭの計画枠組みを歓迎し、 

 会議文書６Ｂに含まれ、修正された世界三か年計画 2024-2027 を、三年間の活動の全体的な戦略的方

向性として承認する； 

 

 世界スカウト委員会に対し、以下のように世界三年計画 2024-2027 を最終確定するよう要請する、 

 

 利用可能なリソースの最終的な現実的評価を行い、承認された会議決議と整合させること； 

 計画を実施するための運用枠組みを確立すること； 

 ＷＯＳＭ計画枠組みに照らして進捗を測定するための新しい主要業績評価指標（ＫＰＩ）を承認する

こと； 

 世界三年計画２０２４－２０２７の最終版を遅くとも２０２４年１２月３１日までに共有し、加盟組

織に対して定期的な進捗報告を行うこと; 

 世界および地域のスカウト委員会に対し、WOSM計画枠組みを使用してスカウティング戦略の共同およ

び調整された実施を確保するための措置と行動を講じるよう要請する; 

 世界スカウト委員会に対し、WOSM計画枠組みで概説されたアプローチを使用し、このプロセスで学ん

だ教訓を取り入れながら、世界三年計画 2027-2030を策定するよう要請する。 
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2024-05 セーフ・フロム・ハーム 

当会議は、 

- 会議決議およびＷＯＳＭ憲章第 V.5.e 条を通じて、害からの保護（Safe from Harm）の進展を認識し、 

- スカウティングにおいて、子ども、若者、大人に安全な学習環境を提供するためには、安全性、保護、お

よび福祉が必要であることを考慮し、 

- 害からの保護評価メカニズムの開発と実施を承認し、 

- 会議決議 2021-04 の成果として、世界スカウト委員会によって承認された会議文書 7 に含まれる世界害

からの保護政策の付属文書に留意し、 

 次の三年間において、世界スカウト委員会および世界スカウト事務局に対し、以下を要請する、 

 害からの保護評価メカニズムおよび国際的な保護基準と整合性を保つために、世界害からの保護政策

および支援リソースを再検討すること; 

 加盟組織の多様なニーズを考慮し、害からの保護評価メカニズムを完全に実施することで、害からの

保護基準を満たすためのさらなる支援を提供すること; 

 国内法および規制に留意しながら、ＷＯＳＭ憲章第 V.5.e 条への遵守を強制するメカニズムを実施す

ること; 

 加盟組織に対し、会議決議 2021-04 で宣言されたように、子どもや若者の権利を保護する際に、組織

内での変革を主導し、その集団的な責任を認識するよう求める。 

 

2024-06 ＷＯＳＭイベント戦略 
当会議は、 

- ＷＯＳＭの第２５回世界スカウトジャンボリー評価委員会、世界三か年計画 2021-2024 の世界スカウト

イベントに関するプロジェクトレビュー、過去のイベントの評価など、様々なレビュー過程からの学び

を認識し、 

- スカウトイベントの組織運営が複雑であることを心に留め、 

- スカウトイベントを主催するホストおよび参加する加盟組織が直面するリスクを認識し、 

- 現代におけるスカウトイベントに関する２０２１年会議決議 2021-09の重要性を再確認し、 

 会議文書８に概説されたＷＯＳＭイベント戦略を承認する; 

 世界スカウト委員会に対し、以下を要請する、 

 本会議の関連セッションで受け取ったフィードバックを考慮すること； 

 ＷＯＳＭイベント戦略の実施を三年計画を通じて調整し、まずは世界スカウトイベントから段階的に

取り組み、その後地域スカウトイベントへと拡大すること； 

 ＷＯＳＭイベント戦略の実施に関する定期的な進捗報告を世界および地域のスカウト会議に提供する

こと； 

 ホストや加盟組織からの意見を活用しながら、ＷＯＳＭイベント戦略の実施を通じて継続的な学びを

確保すること； 

 次の三年間で国際的なスカウト体験のための新しい形式を革新するための戦略的課題に取り組むこと

を確保し、その進捗状況を中間報告書で報告し、２０２７年ワールドスカウト会議に向けて部分的に

達成すること。したがって、会議は、他の計画された運営ポイントが実施プロセスにおいて提案され

たより遅れて行動される可能性があることを受け入れる（会議文書８付属書２を参照）。 

 

2024-07 真に包括的な世界スカウト会議に向けて 
当会議は、 

－ 会議を進化させ、より包括的で多様性に富み、魅力的なワールドスカウト会議を確保するための最新の

会議決議 2021-06に留意し、 

－ ワールドスカウト会議のいかなる会議でも、すべての加盟組織が代表されることの重要性を認識し、 

－ 地理的な距離や経済的な課題が、加盟組織が代表者をワールドスカウト会議に物理的に参加させるこ

とを妨げる可能性があることを認識し、 

-18-



－ ＣＯＶＩＤ－１９パンデミックの結果、多くの国が引き続き経済的困難に直面していることを認識し、 

－ 経済的な困難に直面している加盟組織が、オンライン参加を通じてワールドスカウト会議に部分的に

代表されることを可能にするイニシアティブを歓迎し、 

－ オンライン参加は、ワールドスカウト会議の経験を加盟組織が完全に享受できないため、十分な包括的

措置と見なすことはできないことに留意し、 

－ ワールドスカウトイベントのモデルの見直しには、ＷＯＳＭがワールドスカウト会議を組織する方法

についても反映する必要があることを認識し、 

 世界スカウト委員会に対し、将来のワールドスカウト会議が、総会および分科会セッションにおいて、

加盟組織間の決議および修正案に関する民主的な意見交換と討論を促進するための十分な時間とスペ

ースを確保することを要請する;

 世界スカウト委員会に対し、時間とコストを最適化し、教育センターなどの低コスト会場を使用する

ことで、より低コストのイベントとなるワールドスカウト会議の代替モデルを研究することを強く促

す;

 ホストに対し、最も多様な宿泊施設の選択肢を提供することを要請する;

 世界スカウト委員会に対し、すべての加盟組織がワールドスカウト会議に対面で参加することを支援

するための内部および外部の財源に基づく資金調達メカニズムを研究することを要請する;

 加盟組織がオンライン参加のオプションを継続して持つことを要請し、オンライン参加が質的に関連

性があり、物理的な交流や討論の場と適切にバランスが取れていることを確保するよう求める。

2024-08 世界メンタルヘルスポリシー 
当会議は、 

- メンタルヘルスが個人および社会全体の福祉において極めて重要な役割を果たしていることを認識し、 

- すべての国が健康な市民を育成することを目指す会議決議 1924-14を認識し、

- 若者の安全、メンタルウェルビーイング、発達のニーズを優先することがスカウティングの使命の核心

であることを認めた会議決議 2021-04を踏まえ、

- 会議決議 2017-05で採択された世界害からの保護政策（World Safe from Harm Policy）の原則を再確

認し、

- 国際機関がメンタルヘルス政策を策定する際の広範な努力を認識し、ＣＯＶＩＤ－１９パンデミックに

よって深刻化した社会的影響を認識し、

- メンタルヘルス政策を国連持続可能な開発目標（特にＳＤＧ３：すべての人に健康的な生活を保障し、

福祉を促進する）に合わせることの重要性を認識し、

- スカウト運動におけるメンタルヘルスを促進するために、関連する最新の WOSM 政策を確保することの

重要性を認識し、

 世界スカウト委員会および世界スカウト事務局に対し、メンタルヘルスの取り組みを、スカウト運動

のための関連する最新の WOSM政策に取り入れるか、またはそれを強化することを要請する、

 若者および成人に影響を与えるメンタルヘルス問題に関する国際的なベストプラクティス、研究、お

よび収集されたデータを考慮に入れること;

 メンタルヘルス専門家、組織、および利害関係者と協力して、スカウティング内でメンタルヘルスに

対処し、促進するための包括的なガイドラインと戦略を策定すること;

 加盟組織がメンタルヘルスを理解し、発展させるための取り組みを実行し、実施するのを支援するこ

と。

2024-09 ジェンダーに基づく暴力の防止を推進する 
当会議は、 

-スカウト運動におけるジェンダー平等に関する 1996 年会議決議 1996-05 および 1999 年会議決議 1999-04

を想起し、

- スカウトの約束と規律に記載されている平等、尊重、尊厳の基本原則を想起し、

- 世界中の個人およびコミュニティに対するジェンダーに基づく暴力の広範で有害な影響を認識し、
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- 世界ガールガイド・ガールスカウト協会がジェンダーに基づく暴力と闘うために実施したプログラムお

よびキャンペーンを考慮し、 

- すべてのメンバーに対して安全で包括的な環境を育成する責任がスカウト運動にあることを認め、 

- 人権を守り、ジェンダー平等を促進するというスカウト運動のコミットメントを再確認し、 

 Safe from Harmにおいて、ジェンダーに基づく暴力防止の教育とトレーニングの統合を奨励する; 

 加盟組織に対し、有害なジェンダーステレオタイプに挑戦し、若者と大人の間で尊重される関係を促

進することの重要性を強調しながら、スカウティングにおいてジェンダー平等と前向きなジェンダー

アイデンティティを育む共教育プログラムを開発するよう求める; 

 世界スカウト委員会および世界スカウト事務局に対し、以下を要請する、 

 世界害からの保護政策（World Safe from Harm Policy）への文言の追加を含め、ジェンダーに基づく

暴力防止の取り組みを支援するために、加盟組織向けのガイダンスとリソースを開発し、ジェンダー

に基づく暴力防止を教育的視点から取り扱う教育パッケージを開発すること; 

 スカウティングのプログラムや活動において、ジェンダーに基づく暴力の防止を優先すること; 

 この会議決議の実施進捗を監視し、その結果を報告すること; 

 ジェンダーに基づく暴力を防止し、対処する努力を強化するために、関連する利害関係者とのパート

ナーシップを確立すること; 

 国際的なジェンダーに基づく暴力に関するキャンペーンに積極的に参加し、これらのグローバルな取

り組みの認識を高め、スカウト運動内でその影響を拡大すること; 

 この会議決議の実施に関して、世界ガールガイド・ガールスカウト協会とのパートナーシップの確立

を目指すこと。 

 

2024-10 平和に共生する 
当会議は、 

－ スカウティングが、市民がコミュニティに積極的に参加し、より良い世界を創造するために働くこと

を可能にする教育を提供していることを認識し、 

－ スカウト運動が平和へのコミットメントと、世界をリードする教育的青年運動としての責任を再確認

し、 

－ 平和に関する教育とリーダーシップに関する１９８８年、２００５年、２００８年、２０１１年、２

０１４年、２０１７年、および２０２１年の会議決議を想起し、 

－ 国連総会決議Ａ／ＲＥＳ／７２／１３０を認識し、これは１９３の加盟国によって全会一致で採択さ

れ、５月１６日を「平和に共に生きるための国際デー」として毎年祝うことを宣言していることを認

識し、 

・ すべての加盟組織に対し、毎年５月１６日に「平和に共に生きるための国際デー」を祝うことを招請

する； 

・ 若者のリーダーシップとスキルを強化し、紛争の予防、解決、平和構築において若者が包括的に代表

されることを達成するために、革新的な国内および国際的な集会を奨励する； 

・ すべての加盟組織に対し、人類の福祉のために政治的、社会的、経済的な平和を確立し、若者の間で

平和に共に生きるためのスキルと行動を育成するために、平和の文化のための教育をプログラムに統

合することを招請する； 

・ 世界スカウト委員会に対し、既存のプログラムやイニシアティブを見直し、加盟組織が平和構築にお

ける若者の参加に関連する原則を理解し、実施できるようにするための支援とリソースの促進を図る

ために、さらなる発展と行動を支援する観点から見直しを行うことを要請する。 

以下余白 

-20-



＜指導者養成関係＞
１．指導者訓練機関開設状況

男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計

北海道 5 19 25 44 1 2 4 6 1 3 3 1 2 1 3 1 3 4 7

青　森 1 1 1 2 1 3 1 1 1 1 1 1 2

岩　手 1 2 6 8 1 7 4 11 1 1 1 1

宮　城 1 9 4 13 5 1 6 1 3 6 9 1 3 1 4 1 1 1

秋　田 2 4 4 8 1 1 1

山　形 1 9 2 11 1 6 6

福　島 2 7 19 26 2 1 3 1 3 5 8 2 2

茨　城 4 15 28 43 1 10 5 15 1 3 2 5 1 4 1 5 1 3 3 6

栃　木 4 17 24 41 1 5 4 9 1 2 2

群　馬 2 16 20 36 1 2 4 6 1 2 2 4

埼　玉 9 116 115 231 2 37 11 48 3 12 7 19 3 12 4 16 3 17 5 22

千　葉 8 78 93 171 2 22 6 28 2 4 6 10 2 11 4 15 2 13 4 17

神奈川 17 165 157 322 4 58 24 82 4 21 12 33 4 29 7 36 4 29 10 39

山　梨 1 5 6 11 1 1 1 1 1 1 1 1 2

東　京 25 265 286 551 4 74 19 93 2 17 7 24 2 26 5 31 2 42 7 49

新　潟 2 9 3 12 1 3 2 5 1 2 1 3

富　山 2 14 15 29 3 3 1 5 1 6 1 1 1 1

石　川 1 11 14 25 1 4 3 7

福　井 2 1 11 12 1 1 1 1 1 1 1 1

長　野 4 21 20 41 5 2 7 1 2 2 4 1 2 1 3 1 3 1 4

岐　阜 3 22 14 36 3 1 4 1 2 2 4 1 1 1 2

静　岡 10 61 64 125 1 12 3 15 1 4 7 11 1 6 3 9 1 9 9

愛　知 17 129 147 276 2 39 25 64 2 8 10 18 2 14 8 22 2 21 7 28

三　重 1 8 8 16 1 9 3 12 1 1 1 4 1 5 1 3 3 6

滋　賀 3 18 23 41 3 1 4 1 1 1 4 2 6

京　都 4 19 38 57 1 14 9 23 2 2 4 1 5 6 11 1 6 4 10

兵　庫 12 76 93 169 2 23 7 30 1 3 3 6 3 2 5 1 26 4 30

奈　良 2 43 36 79 2 2 1 19 6 25 1 7 1 8 1 1

和歌山 3 15 24 39 1 1 1 1 1 2 2 1 1 1

大　阪 14 123 125 248 2 36 16 52 1 6 3 9 1 11 7 18 1 14 6 20

鳥　取 3 10 5 15 1 2 2

島　根 1 5 6 11

岡　山 2 9 18 27 4 4 1 5 5 10 1 1 2 2

広　島 5 24 18 42 4 2 6 1 1 1 2 1 2 2 1 2 2

山　口 3 9 7 16 1 9 5 14 1 1 1 6 1 7 1 5 2 7

徳　島 1 1 1 2 2

香　川 1 4 5 9 1 2 3 3 4 10 14 1 1 1 1 1

愛　媛 3 10 34 44 1 6 8 14 1 1 3 4 1 4 1 5 1 1 7 8

高　知

福　岡 6 8 14 22 1 7 3 10 2 12 9 21 2 3 3 2 7 4 11

佐　賀 1 9 4 13 1 3 2 5 1 5 4 9

長　崎 3 5 20 25 1 1 1 1 1 8 3 11 1 1

熊　本 2 20 12 32 2 1 3 1 1 2 1 1 2 2 2

大　分 2 10 12 22 2 1 3 1 9 7 16 1 2 2 4 1 1

宮　崎 3 5 11 16 2 2 1 1 1 2 1 1 1 1 1 2

鹿児島 2 2 3 5 1 4 1 5 1 1 1 2 2

沖　縄 3 13 14 27 1 2 2 4 1 2 2

日本連盟 2 9 12 21

合　計 205 1,441 1,616 3,057 31 426 177 603 40 170 129 299 36 178 74 252 37 234 88 322

県連盟

ボーイスカウト講習会

課程別研修BS課程ｽｶｳﾄｺｰｽ（基本型）

開　
設

履修者

ウッドバッジ研修所

開
設

修了者
課程別研修BVS課程 課程別研修CS課程

開　
設

修了者 開　
設

修了者 開　
設

修了者

2025年5月19日 現在
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男 女 計 男 女 計 男 女 計

北海道 1 1 1

青　森

岩　手 1 1

宮　城 1 2 2 1 1

秋　田

山　形

福　島 1 1

茨　城 1 2 2 1 3 3 6

栃　木 2 2

群　馬 1 3 6 9 1 10 1 11

埼　玉 3 7 1 8 7 7

千　葉 2 6 6 4 2 6

神奈川 4 14 8 22 1 18 3 21

山　梨 2 2

東　京 2 17 5 22 1 23 3 26

新　潟 1 1 1 2 1 3

富　山 2 2 1 5 5

石　川

福　井 1 1

長　野 1 4 4 1 1

岐　阜 1 2 2

静　岡 1 3 1 4

愛　知 2 17 6 23 1 15 15

三　重 1 2 3

滋　賀 1 2 2

京　都 1 1 1 1

兵　庫 4 2 6 1 14 1 15

奈　良 1 4 2 6 1 13 8 21

和歌山

大　阪 1 7 2 9 1 12 3 15

鳥　取

島　根 1 1

岡　山 1 1 1 4 3 7

広　島 1 1 1 1 1

山　口 2 2

徳　島

香　川

愛　媛

高　知

福　岡 2 3 5 8

佐　賀

長　崎

熊　本 1 2 2

大　分

宮　崎 1 1

鹿児島 2 1 3

沖　縄 1 3 4 7

日本連盟

合　計 28 104 44 148 1 3 6 9 10 142 31 173

県連盟
開　
設

団委員研修所

修了者

ｽｶｳﾄｺｰｽ（一括型）

開　
設

修了者

課程別研修VS課程

開　
設

修了者

ウッドバッジ研修所
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男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計

北海道 1 1 1 1

青　森

岩　手

宮　城 1 1 1 1

秋　田

山　形

福　島

茨　城 1 1 2 1 3 1 1 2

栃　木 2 2 2 2

群　馬 1 1 1 1

埼　玉 1 1 3 2 5 1 5 3 8 1 1 1 10 5 15

千　葉 1 1 1 1

神奈川 1 1 1 6 4 10 1 1 2 3 3 1 11 5 16

山　梨

東　京 2 1 3 6 2 8 5 2 7 4 1 5 17 6 23

新　潟 1 1

富　山

石　川 2 2 2 2

福　井 1 1 1 1

長　野

岐　阜 2 1 3 1 1 3 1 4

静　岡 1 1 2 3 3 1 1 1 6 1 7 1 11 2 13

愛　知 1 8 2 10 4 1 5 1 1 4 4 1 17 3 20

三　重 1 1 1 1 1 1 2

滋　賀 1 2 1 3 1 2 1 3

京　都

兵　庫 1 1 1 1 2 2

奈　良 1 1 2 1 1 2 1 3

和歌山

大　阪 1 1 1 4 3 7 1 4 4 8

鳥　取

島　根

岡　山

広　島 1 1 1 1

山　口

徳　島

香　川

愛　媛

高　知

福　岡 1 1 1 1 2 2

佐　賀

長　崎

熊　本

大　分

宮　崎

鹿児島

沖　縄

日本連盟

合　計 1 16 9 25 2 28 11 39 2 28 10 38 1 22 2 24 6 91 32 123

開　
設

ＢＶＳ課程
県連盟

ウッドバッジ実修所

合計

開　
設

履修者開　
設

履修者履修者 開　
設

履修者 開　
設

履修者

ＣＳ課程 ＢＳ課程 ＶＳ課程
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男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計

北海道

青　森

岩　手

宮　城 2 2

秋　田

山　形

福　島 1 1

茨　城

栃　木

群　馬 1 9 1 10

埼　玉 2 2 1 1 1 2 3 3 3

千　葉 1 1 1 1

神奈川 4 4 3 3

山　梨 1 1 1 1

東　京 1 1 2 4 4 1 1 2 1 1

新　潟 2 2

富　山

石　川 1 1

福　井 1 1 2 2

長　野 1 1

岐　阜 1 9 9 1 1

静　岡 1 1 2 2 2 2

愛　知 2 2 3 3 3 3

三　重 1 1

滋　賀

京　都 1 1 1 1 1 1

兵　庫 2 2 1 3 3 2 2 1 1

奈　良 3 3 1 1

和歌山 1 1 1 1

大　阪 1 1 2 2 2 2 1 1 2

鳥　取 1 1

島　根

岡　山 1 1

広　島

山　口 1 1

徳　島

香　川 2 2

愛　媛

高　知

福　岡 1 5 1 6 1 1 1 1

佐　賀 1 1

長　崎

熊　本

大　分

宮　崎

鹿児島

沖　縄

日本連盟 1 1

合　計 2 39 2 41 2 21 1 22 1 24 5 29 1 17 2 19

副ﾘｰﾀﾞｰﾄﾚｰﾅｰｺｰｽ ﾘｰﾀﾞｰﾄﾚｰﾅｰｺｰｽ
県連盟

履修者

成人指導者訓練

ウッドクラフトコース

開　
設

履修者開　
設

履修者 開　
設

開　
設

修了者

団委員実修所
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２．ボーイスカウト講習会開設状況

開設 参加

予定数 見込人数 男 女 男 女 男 女

北海道 6 50 5 8 1 11 24 19 25 44
青　森 2 10 1 1 1 1
岩　手 1 15 1 2 2 4 2 6 8
宮　城 2 30 1 5 1 4 3 9 4 13
秋　田 3 15 2 3 1 4 4 4 8
山　形 1 10 1 6 3 2 9 2 11
福　島 2 20 2 2 2 5 17 7 19 26
茨　城 4 80 4 2 7 13 21 15 28 43
栃　木 4 40 4 7 6 10 18 17 24 41
群　馬 2 50 2 4 3 12 17 16 20 36
埼　玉 9 360 9 52 39 64 76 116 115 231
千　葉 8 240 8 46 37 32 56 78 93 171
神奈川 17 350 17 76 46 89 111 165 157 322
山　梨 2 20 1 2 2 3 4 5 6 11
東　京 24 720 25 157 100 108 186 265 286 551
新　潟 3 30 2 7 2 3 9 3 12
富　山 2 30 2 8 4 6 11 14 15 29
石　川 2 40 1 10 9 1 5 11 14 25
福　井 2 20 2 1 11 1 11 12
長　野 5 50 4 7 6 14 14 21 20 41
岐　阜 3 50 3 11 1 11 13 22 14 36
静　岡 10 150 10 31 31 30 33 61 64 125
愛　知 17 340 17 84 73 45 74 129 147 276
三　重 2 40 1 1 1 7 7 8 8 16
滋　賀 4 50 3 10 8 8 15 18 23 41
京　都 6 150 4 8 17 11 21 19 38 57
兵　庫 10 250 12 45 34 31 59 76 93 169
奈　良 4 100 2 35 18 8 18 43 36 79
和歌山 3 50 3 9 6 6 18 15 24 39
大　阪 14 420 14 72 50 51 75 123 125 248
鳥　取 3 30 3 6 1 4 4 10 5 15
島　根 3 30 1 1 2 4 4 5 6 11
岡　山 2 30 2 3 2 6 16 9 18 27
広　島 6 50 5 10 1 14 17 24 18 42
山　口 3 40 3 5 3 4 4 9 7 16
徳　島 2 20 1 1 1 1
香　川 1 20 1 4 5 4 5 9
愛　媛 3 40 3 2 10 8 24 10 34 44
高　知
福　岡 6 60 6 2 4 6 10 8 14 22
佐　賀 1 5
長　崎 3 36 3 1 3 4 17 5 20 25
熊　本 5 20 2 14 4 6 8 20 12 32
大　分 2 20 2 6 4 12 10 12 22
宮　崎 3 30 3 1 2 4 9 5 11 16
鹿児島 2 24 2 1 1 3 2 3 5
沖　縄 3 20 3 6 4 7 10 13 14 27

日本連盟 2 20 2 4 5 5 7 9 12 21

合　計 224 4,275 205 776 550 665 1,066 1,441 1,616 3,057

2025年5月19日 現在

開設数

県連盟

開設申請時

開設数 総合計
合　　計非加盟員加盟員
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３．ウッドバッジ研修所開設状況

【スカウトコース】

男 女 合計

1 北海道 第 6 期 5/3～5/6 旭川地区野営場 今　井　　　建 8 2 4 6

2 岩手 第 10 期 5/3～5/6 国立岩手山青少年交流の家 小　林　俊　将 11 11 6 17

3 茨城県 第 8 期 10/11～10/14 土浦青少年の家 若　林　正　則 11 9 2 11

4 埼玉県 第 13 期 5/3～5/6 日本連盟那須野営場 中　井　祐　幸 13 27 12 39

5 埼玉県 第 14 期 9/13～9/16 日本連盟那須野営場 遠　藤　利　幸 13 14 3 17

6 千葉県 第 16 期 5/3～5/6 あみだの森 キッズ総合学習センター 遠　藤　泰　裕 11 18 1 19

7 千葉県 第 17 期 10/11～10/14 あみだの森 キッズ総合学習センター 髙　橋　あづさ 10 5 5 10

8 神奈川 第 28 期 5/3～5/6 御胎内清宏園 田　中　明　美 10 12 6 18

9 神奈川 第 29 期 8/23～8/26 御胎内清宏園 渋　谷　健太郎 9 8 5 13

10 神奈川 第 30 期 10/11～10/14 中田の森 大久保　清　彦 11 20 10 30

11 神奈川 第 31 期 R7/3/14～3/17 川崎市黒川青少年野外活動センター 栗　田　哲　郎 11 21 4 25

12 東京 第 31 期 4/27～4/30 日向野営場 井　沢　啓　一 12 21 3 24

13 東京 第 32 期 5/2～5/5 日向野営場 鈴　木　　　武 12 21 4 25

14 東京 第 33 期 9/21～9/24 日向野営場 成　瀬　晃　司 11 13 5 18

15 東京 第 34 期 10/11～10/14 日向野営場 高　橋　　　聖 12 18 8 26

16 新潟 第 4 期 5/3～5/6 池の平青少幼年センター 竹　元　孝　志 9 10 3 13

17 静岡県 第 14 期 4/27～4/30 太田山野営場 渡　邉　　　聡 12 13 3 16

18 愛知 第 22 期 4/27～4/30 新城・吉川野営場 古　木　啓　介 14 22 14 36

19 愛知 第 23 期 9/20～9/23 新城・吉川野営場 柴　山　　　力 14 17 11 28

20 三重 第 4 期 5/3～5/6 鈴鹿峠自然の家 生田目　元　典 11 12 3 15

21 京都 第 7 期 5/3～5/6 静原キャンプ場 松　浦　由　香 12 14 9 23

22 兵庫 第 15 期 5/3～5/6 ろくろしの森キャンプ場 藤　尾　盛二朗 14 16 8 24

23 兵庫 第 16 期 10/11～10/14 ろくろしの森キャンプ場 澤　田　成　吾 12 10 3 13

24 大阪 第 18 期 4/27～4/30 キャンプおおさか 川　口　　　洋 12 20 6 26

25 大阪 第 19 期 10/11～10/14 キャンプおおさか 徳　永　康　雄 12 18 7 25

26 山口県 11/1～11/4 光市野外活動センター周防の森ロッジ 河　村　賀　久 9 9 10 19

27 愛媛県 5/3～5/6 松山市野外活動センター 伊　藤　文　雄 16 14 10 24

28 福岡県 5/3～5/6 脇山野営場 城　戸　高　弘 10 6 4 10

29 佐賀県 10/12～10/15 北山少年自然の家 平　田　佳　代 9 12 4 16

30 鹿児島県 11/1～11/4 鹿児島県連盟　野営場 藏　元　靖　三 11 9 2 11

31 沖縄県 11/1～11/4 源河野営場 川　端　　　登 8 4 2 6

合　　計 350 426 177 603

2025年5月19日 現在

九州・沖縄
第２７期

中国・四国
第８期

中国・四国
第９期

九州・沖縄
第２８期

九州・沖縄
第２９期

九州・沖縄
第３０期

期　　数
履修者

№
開設

県連盟
期　　　 間 場                所 所長名

所
員
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【課程別研修】
（１）ビーバースカウト課程

男 女 合計

1 北海道 第 6 回 9/1 北海道スカウト会館 村　上　政　義 3 3 3

2 青森県 第 1 回 6/23 みどりのさきもり館 相　馬　雅　之 2 2 2

3 宮城県 第 2 回 9/29 多賀城分庁舎会議室 田　端　恭　子 4 2 6 8

4 山形県 第 2 回 12/15 天童市　南部公民館 井　上　　　章 2 6 6

5 福島 第 2 回 6/30 開成山大神宮　楓の間 梶　原　圭　介 4 3 5 8

6 茨城県 第 8 回 11/10 土浦青少年の家 郡　司　美津江 3 3 1 4

7 栃木県 第 5 回 7/21 県立美術館普及分館3階アートラウンジA 髙　村　由美子 6 5 4 9

8 埼玉県 第 9 回 6/23 さいたま市プラザウエスト 牧　野　雅　美 4 8 5 13

9 埼玉県 第 10 回 10/20 さいたま市プラザウエスト 松　田　一　寿 3 3 1 4

10 埼玉県 第 11 回 R7/3/16 さいたま市プラザウエスト 杉　尾　由加里 2 1 2 3

11 千葉県 第 14 回 7/7 東金青少年自然の家 髙　橋　あづさ 5 2 3 5

12 千葉県 第 15 回 12/1 市原市青少年会館 佐　藤　美和子 5 2 3 5

13 神奈川 第 28 回 5/18 スカウト会館 武　田　幹　緒 3 4 3 7

14 神奈川 第 29 回 9/8 スカウト会館 田　中　明　美 3 1 2 3

15 神奈川 第 30 回 10/26 スカウト会館 有　我　玲　子 3 5 4 9

16 神奈川 第 31 回 R7/3/23 スカウト会館 小　杉　正　志 4 11 4 15

17 東京 第 15 回 6/2 ボーイスカウト日本連盟スカウト会館 安　永　武　仁 5 13 3 16

18 東京 第 16 回 10/20 国立オリンピック記念青少年総合センター 清　水　正　充 5 5 4 9

19 富山県 第 1 回 11/23 呉羽青少年自然の家 田　中　景　子 7 5 1 6

20 福井 第 4 回 6/9 福井県生活学習館 鹿ノ内　秀　夫 2 1 1

21 長野県 第 7 回 6/2 松本市鎌田地区公民館 飯　吉　　　学 2 2 2 4

22 岐阜県 第 8 回 5/19 各務原勤労会館 恩　田　有　司 3 2 2 4

23 静岡県 第 14 回 6/2 静岡県青少年会館 田　中　　　寛 3 4 7 11

24 愛知 第 14 回 6/2 東海市芸術劇場 小　泉　国　男 4 4 5 9

25 愛知 第 15 回 10/27 東別院会館　103教室 柴　山　　　力 4 5 5 10

26 兵庫 第 3 回 11/10 こうべ市民福祉交流センター 波 多 野　　妥 5 4 4 8

27 奈良県 第 3 回 6/30 天理市民会館 松　村　知　子 3 21 6 27

28 大阪 第 8 回 6/16 大阪スカウト会館 石　原　有紀子 4 6 4 10

29 鳥取 第 2 回 12/15 		倉吉市成徳コミュニティーセンター 福　岡　公　道 4 2 2

30 岡山 第 4 回 5/19 布都美林間学校 廣　田　利　香 4 5 5 10

31 広島県 第 5 回 6/1 広島市西区・カトリック観音町教会 上　本　貴　庸 2 1 1 2

32 香川 第 3 回 6/9 香川県青年センター 藤　田　五　郎 5 3 4 7

33 香川 第 4 回 7/21 香川県青年センター 坂　間　高　博 3 1 1

34 香川 第 5 回 11/30 香川県青年センター 坂　間　高　博 3 1 5 6

35 愛媛 第 5 回 12/1 愛媛県生涯学習センター 横　井　寿　子 3 1 3 4

36 福岡県 第 13 回 5/19 シーオーレ新宮 城　戸　高　弘 3 8 6 14

37 福岡県 第 14 回 10/19 そぴあしんぐう 城　戸　高　弘 3 5 3 8

38 佐賀県 第 2 回 11/24 さが水ものがたり館 馬　場　久　和 4 5 3 8

39 大分県 第 3 回 11/24 大分市南部公民館 後　藤　秀　之 2 9 7 16

40 宮崎 第 3 回 11/17 宮崎連盟野外活動センター 山　本　卓　也 1 1 1 2

合　　計 140 170 129 299

日　程 ・ 期　間№
修了者開設

県連盟
主任講師名場                所

講
師

期　　数
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男 女 合計

1 北海道 第 7 回 9/29 北海道スカウト会館 池　田　佳津枝 3 2 1 3

2 青森県 第 2 回 6/22 みどりのさきもり館 相　馬　雅　之 2 1 2 3

3 宮城県 第 4 回 11/24 多賀城分庁舎会議室 佐　藤　浩　伸 3 2 2

4 茨城県 第 8 回 11/10 土浦青少年の家 富　田　弘　司 3 4 4

5 栃木県 第 5 回 R7/1/19 県立美術館普及分館3階アートラウンジA 古　川　和　男 6 2 2

6 群馬県 第 5 回 5/6 前橋市赤城少年自然の家 中　村　光　一 2 2 4 6

7 埼玉県 第 9 回 6/23 さいたま市プラザウエスト 護　摩　所　顕 4 8 4 12

8 埼玉県 第 10 回 10/20 さいたま市プラザウエスト 遠　藤　利　幸 2 5 1 6

9 埼玉県 第 11 回 R7/3/16 さいたま市プラザウエスト 遠　藤　利　幸 3 1 1 2

10 千葉県 第 14 回 7/7 東金青少年自然の家 福　住　雅　裕 5 8 1 9

11 千葉県 第 15 回 12/1 	市原市八幡公民館 大　槻　みな子 5 2 3 5

12 神奈川 第 28 回 5/18 スカウト会館 大久保　清　彦 3 5 1 6

13 神奈川 第 29 回 9/8 スカウト会館 小　林　智　人 3 5 5

14 神奈川 第 30 回 10/26 スカウト会館 栗　田　哲　郎 4 6 4 10

15 神奈川 第 31 回 R7/3/23 スカウト会館 前　川　裕　一 4 13 3 16

16 東京 第 15 回 6/2 ボーイスカウト日本連盟スカウト会館 嶋　﨑　正　男 5 16 3 19

17 東京 第 16 回 10/20 国立オリンピック記念青少年総合センター 中　野　順　一 5 11 2 13

18 石川県 第 3 回 11/24 野々市市富奥防災コミュニティーセンター 手　井　博　史 1 5 3 8

19 長野県 第 7 回 6/30 松本市鎌田地区公民館 松　下　　　真 3 2 1 3

20 静岡県 第 14 回 6/2 静岡県青少年会館 小笠原　妙　香 3 6 3 9

21 愛知 第 15 回 6/2 東海市農業センター 飯　田　泰　弘 4 4 3 7

22 愛知 第 16 回 10/27 東別院会館　106教室 藤　本　大　輔 3 10 5 15

23 三重 第 4 回 6/23 亀山市青年研修センター 山　口　成　治 3 5 1 6

24 京都 第 6 回 7/7 京都テルサ 駒　村　紘　之 5 6 7 13

25 奈良県 第 4 回 11/3 大和郡山市三の丸会館 山　下　千香子 5 3 2 5

26 和歌山 第 3 回 6/23 和歌山市東部コミュニティーセンター 西　田　昌　弘 2 6 6

27 大阪 第 8 回 11/10 大阪スカウト会館 兵　井　く　み 4 11 7 18

28 広島県 第 5 回 6/15 広島市西区・カトリック観音町教会 上　本　貴　庸 3 2 2

29 山口県 第 5 回 11/17 山口市仁保地域交流センター 中　谷　浩　正 1 6 1 7

30 香川 第 3 回 6/23 香川県青年センター 坂　間　高　博 5 1 2 3

31 愛媛県 第 6 回 12/1 愛媛県生涯学習センター 高　田　政　則 3 3 1 4

32 福岡県 第 13 回 5/18 シーオーレ新宮 藤　田　俊　郎 2 8 3 11

33 福岡県 第 14 回 10/20 シーオーレ新宮 宇　都　宇　宙 3 2 2

34 長崎県 第 3 回 12/8 諫早市社会福祉会館 辻　　　惠　子 2 1 1 2

35 大分県 第 2 回 11/24 大分市南部公民館 得　丸　正　義 2 2 3 5

36 鹿児島県 第 2 回 12/15 鹿児島県連盟　野営場 松　林　大　生 4 2 1 3

合　　計 120 178 74 252

修了者
場                所日　程 ・ 期　間

開設
県連盟

期　　数

（２）カブスカウト課程

№
講
師

主任講師名
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（３）ボーイスカウト課程

男 女 合計

1 北海道 第 7 回 6/30 秩父別町交流会館 得　能　和　成 2 3 4 7

2 宮城県 第 3 回 7/28 多賀城分庁舎会議室 佐　藤　浩　伸 3 3 3

3 秋田県 第 1 回 R7/3/8 秋田県青少年交流センター（ユースパル） 吉　田　　　司 2 1 1

4 茨城県 第 8 回 11/10 土浦青少年の家 長　橋　裕　之 3 2 3 5

5 群馬県 第 7 回 5/6 前橋市赤城少年自然の家 中　本　祐　太 2 2 2 4

6 埼玉県 第 9 回 6/23 さいたま市プラザウエスト 中　井　祐　幸 4 7 2 9

7 埼玉県 第 10 回 10/20 さいたま市プラザウエスト 矢　野　浩　司 3 6 2 8

8 埼玉県 第 11 回 R7/3/16 さいたま市プラザウエスト 大　浦　秀　樹 3 7 1 8

9 千葉県 第 14 回 7/7 東金青少年自然の家 澤　田　一　成 5 10 3 13

10 千葉県 第 15 回 12/1 市原市八幡公民館 野　中　美　和 5 4 3 7

11 神奈川 第 28 回 5/26 スカウト会館 神　谷　弘　行 4 8 1 9

12 神奈川 第 29 回 9/7 横浜市開港記念会館 曽　根　純　一 3 5 3 8

13 神奈川 第 30 回 11/10 スカウト会館 堀　　　格　人 4 7 3 10

14 神奈川 第 31 回 R7/3/22 スカウト会館 鈴　木　昌　子 3 11 3 14

15 東京 第 15 回 6/9 国立オリンピック記念青少年総合センター 倉　品　範　久 5 21 1 22

16 東京 第 16 回 10/27 国立オリンピック記念青少年総合センター 本　間　健　一 5 19 6 25

17 新潟 第 4 回 6/30 新潟市・ゆいぽーと 三　浦　槇　子 2 1 1 2

18 福井 第 4 回 6/9 福井県生活学習館 酒　井　一　成 3 1 1 2

19 長野県 第 6 回 6/2 松本市鎌田地区公民館 竹　元　孝　志 3 3 1 4

20 岐阜県 第 8 回 5/19 各務原市那加福祉センター 水　谷　憲　昭 3 1 1 2

21 静岡県 第 14 回 6/2 静岡県青少年会館 木　村　利　春 2 8 8

22 愛知 第 16 回 6/2 東海市市民活動センター 平　田　昌　章 4 9 2 11

23 愛知 第 17 回 10/27 イープルなごや 森　　　裕　史 3 11 4 15

24 三重 第 6 回 6/16 亀山市青年研修センター 正　木　靖　宏 2 2 3 5

25 滋賀 第 4 回 6/30 草津市立市民総合交流センター 山　本　　　哲 3 3 2 5

26 京都 第 4 回 10/20 京都テルサ 神　保　雅　弘 5 17 5 22

27 兵庫 第 7 回 6/2 こうべ市民福祉交流センター 玉　井　　　登 5 18 3 21

28 和歌山 第 4 回 10/27 和歌山市東部コミュニティーセンター 西　田　昌　弘 2 1 1 2

29 大阪 第 10 回 6/23 大阪スカウト会館 井　上　伸　子 4 13 6 19

30 広島県 第 6 回 6/15 広島市西区・カトリック観音町教会 大　下　賢　一 4 5 1 6

31 山口県 第 6 回 11/17 山口市仁保地域交流センター 小　橋　克　哉 1 4 2 6

32 愛媛県 第 3 回 6/16 松山市野外活動センター 小　池　真　治 4 1 7 8

33 福岡県 第 13 回 5/19 シーオーレ新宮 岡　本　和　久 3 7 2 9

34 福岡県 第 14 回 10/19 そぴあしんぐう 山　領　正　太 2 1 2 3

35 佐賀県 第 2 回 11/23 さが水ものがたり館  馬　場　久　和 3 9 4 13

36 宮崎 第 2 回 11/10 宮崎連盟野外活動センター 山　本　卓　也 1 2 1 3

37 沖縄県 第 5 回 R7/3/15 沖縄県北谷町ちゃたんニライセンター 瓜生 守 3 1 2 3

合　　計 118 234 88 322

主任講師名
講
師

修了者開設
県連盟

№ 日　程 ・ 期　間 場                所期　　数
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男 女 合計

1 北海道 第 6 回 10/20 北海道スカウト会館 野　内　吉　徳 2 1 1

2 宮城県 第 2 回 R7/1/26 多賀城分庁舎会議室 中　橋　　　邦 3 1 2 3

3 茨城県 第 8 回 11/10 土浦青少年の家 大　月　建　人 2 2 2

4 埼玉県 第 9 回 6/23 さいたま市プラザウエスト 松　田　一　寿 3 3 1 4

5 埼玉県 第 10 回 10/20 さいたま市プラザウエスト 中　井　祐　幸 2 1 1

6 埼玉県 第 11 回 R7/3/16 さいたま市プラザウエスト 久　保　大　輔 3 3 3

7 千葉県 第 14 回 7/7 東金青少年自然の家 菊　地　隆　一 5 3 3

8 千葉県 第 15 回 12/1 市原市八幡公民館 遠　藤　泰　裕 5 3 3

9 神奈川 第 28 回 5/26 スカウト会館 北　條　賢　一 4 3 1 4

10 神奈川 第 29 回 9/7 横浜市開港記念会館 木　下　篤　芳 3 3 1 4

11 神奈川 第 30 回 11/10 スカウト会館 渋　谷　健太郎 3 4 3 7

12 神奈川 第 31 回 R7/3/22 スカウト会館 工　藤　達　也 3 6 3 9

13 東京 第 15 回 6/9 国立オリンピック記念青少年総合センター 小　山　正　芳 5 9 2 11

14 東京 第 16 回 10/27 国立オリンピック記念青少年総合センター 佐　野　弘　明 4 10 3 13

15 新潟 第 2 回 6/30 新潟市・ゆいぽーと 牧　島　宏　之 1 1 1

16 長野県 第 6 回 6/30 松本市鎌田地区公民館 中　島　広　光 3 6 6

17 岐阜県 第 7 回 5/19 各務原勤労会館 水　野　幹　仁 2 2 2

18 静岡県 第 13 回 6/2 静岡県青少年会館 芦　川　芳　紀 2 3 1 4

19 愛知 第 14 回 6/2 東海市芸術劇場 中　尾　武　志 4 7 4 11

20 愛知 第 15 回 10/27 イープルなごや 齋　藤　祐　介 4 8 3 11

21 滋賀 第 3 回 10/27 近江勧学館 田　中　隆　弘 2 2 1 3

22 奈良県 第 3 回 6/2 大和郡山市三の丸会館 智　原　正　志 3 7 3 10

23 大阪 第 8 回 11/17 大阪スカウト会館 村　木　千　恵 4 7 2 9

24 広島県 第 5 回 6/22 広島市西区・カトリック観音町教会 大　下　賢　一 2 1 1 2

25 福岡県 第 13 回 5/18 シーオーレ新宮 坂　口　亮　二 2 1 3 4

26 福岡県 第 14 回 10/20 そぴあしんぐう 結　城　利　章 2 2 2 4

27 熊本県 第 2 回 12/8 熊本市花園公民館 外戸口　利　行 3 3 3 6

28 沖縄県 第 1 回 R7/1/26 沖縄県北谷町ちゃたんニライセンター 瓜生 守 3 3 4 7

合　　計 84 104 44 148

男 女 合計

1 群馬県 5/3～5/6 前橋市赤城少年自然の家 新　藤　洋　一 11 3 6 9

合　　計 11 3 6 9

群馬第5期

【スカウトコース＋課程別研修（一括開設型）】

№

場                所
講
師

修了者

開設
県連盟

所長名
所
員

修了者
場                所期　　　 間期　　数

開設
県連盟

期　　数 日　程 ・ 期　間 主任講師名№

（４）ベンチャースカウト課程
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４．団委員研修所開設状況 

男 女 合計

1 茨城県 11/2～11/4 土浦青少年の家 伊　澤　清　実 7 9 3 12

2 群馬県 第 1 期 4/27～4/29 群馬県青少年会館 中　本　祐　太 7 15 2 17

3 神奈川 第 40 期 9/14～9/16 川崎市青少年の家 吉　村　　　敏 6 17 4 21

4 東京 第 37 期 9/14～9/16 国立オリンピック記念青少年総合センター 星　名　英　樹 6 28 4 32

5 富山県 第 11 期 7/13～7/15 砺波青少年自然の家 木　村　寿　宏 8 7 1 8

6 愛知 第 45 期 10/12～10/14 新城・吉川野営場 鵜　飼　明　宏 9 15 15

7 兵庫 第 32 期 7/13～7/15 西脇市立青年の家 桑　　　秀　人 6 16 3 19

8 奈良県 第 13 期 5/4～5/6 生駒市　生駒山麓公園ふれあいセンター 木　下　睦　啓 6 14 8 22

9 大阪 第 8 期 11/2～11/4 信太山青少年野外活動センター 竹　田　博　信 4 13 3 16

10 岡山 11/2～11/4 布都美林間学校 廣　田　利　香 5 8 3 11

合　　計 64 142 31 173

関東第２７期

期　　　 間
修了者

場 所 所長名
所
員

中国・四国
第１９期

期　　数
開設

県連盟
№
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５．コミッショナー研修開設状況

【コミッショナーベーシックトレーニング】

男 女 合計

1 栃木県 9/21～9/23 日本連盟那須野営場 白　澤　正　年 12 8 1 9

2 静岡県 第 2 期 9/21～9/23 三島市立箱根の里少年自然の家 木　村　利　春 7 7 7

3 奈良県 第 1 期 11/2～11/4 生駒市　生駒山麓公園ふれあいセンター 黒　田　達　也 9 10 3 13

4 広島県 9/21～9/23 グリーンヒル郷原 谷　口　平八朗 7 8 3 11

合　　計 35 33 7 40

【コミッショナー任務別研修　地区コミッショナー課程】

男 女 合計

1 栃木県 11/23～11/24 日本連盟那須野営場 白　澤　正　年 5 11 4 15

2 静岡県 第 3 期 10/19～10/20 静岡県青少年会館 澤　田　浩　久 5 6 6

3 愛知 第 4 期 12/7～12/8 新城・吉川野営場 長谷川　榮　一 7 10 10

4 奈良県 第 1 期 11/23～11/24 生駒市　生駒山麓公園ふれあいセンター 黒　田　達　也 4 8 1 9

合　　計 21 35 5 40

【コミッショナー任務別研修　県コミッショナー課程】

男 女 合計

1 日本 第 4 期 10/12～10/13 国立オリンピック記念青少年総合センター 𠮷𠮷　野　博　樹 8 13 2 15

合　　計 8 13 2 15

関東第４期

関東第４期

期　　数

中国・四国
第１期

修了者
主任講師名場                所

所
員

修了者

修了者
主任講師名

所
員

№
開設

県連盟
期　　数 期　　　 間

期　　　 間 場                所 ｺｰｽﾃﾞｨﾚｸﾀｰ名
所
員

№
開設

県連盟

№
開設

県連盟
期　　数 期　　　 間 場                所
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６．隊・団指導者上級訓練／ウッドクラフトコース
／成人指導者訓練コース開設状況

（１）隊指導者上級訓練課程「ウッドバッジ実修所」 2024.12.21 現在

課　程
開　設
期　数 第 48 期 第 179 期 第 180 期
期　間

所　長
主任所員

所　員 8 人 8 人 8 人
履修者 男 女 計 男 女 計 男 女 計
北海道
青　森
岩　手
宮　城
秋　田
山　形
福　島
茨　城 1 1
栃　木
群　馬
埼　玉 1 1 1 1 2 2 4
千　葉 1 1
神奈川 1 1 6 4 10
山　梨
東　京 2 1 3 2 1 3 4 1 5
新　潟
富　山
石　川 2 2
福　井
長　野
岐　阜 2 1 3
静　岡 1 1 2 2 2 1 1
愛　知 8 2 10 1 1 3 1 4
三　重 1 1
滋　賀 2 1 3
京　都
兵　庫
奈　良 1 1 2
和歌山
大　阪 1 1
鳥　取
島　根
岡　山
広　島
山　口
徳　島
香　川
愛　媛
高　知
福　岡 1 1 1 1
佐　賀
長　崎
熊　本
大　分
宮　崎
鹿児島
沖　縄

16 9 25 13 6 19 15 5 20
10 県連盟 7 県連盟 7 県連盟

ＣＳ課程
神奈川連盟 滋賀連盟

4/27～4/30 10/12～10/15

御胎内清宏園 滋賀連盟 浅柄野野営場

合計

場　所 新城・吉川野営場

ＢＶＳ課程
愛知連盟

5/3～5/6

太　田　尚　宏
富　永　和　也 阪　井　信　也
楡　原　　　　仁 福　住　雅　裕

新　谷　浩　朗
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課　程
開　設
期　数 第 207 期 第 208 期 第 33 期
期　間 小

計
所　長

主任所員
所　員 9 人 8 人 9 人
履修者 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計
北海道 1 1 1 1 3
青　森
岩　手 1
宮　城 1 1 1 1 2
秋　田
山　形
福　島
茨　城 2 1 3 3 1 4 5
栃　木 2 2 2 2
群　馬 1 1 1 1
埼　玉 5 3 8 1 1 10 5 15 4
千　葉 1 1 4
神奈川 1 1 2 3 3 11 5 16 2
山　梨
東　京 5 2 7 4 1 5 17 6 23 17
新　潟 1 1 1 1
富　山
石　川 2 2
福　井 1 1 1 1 2
長　野 1
岐　阜 1 1 3 1 4 2
静　岡 1 1 6 1 7 11 2 13 9
愛　知 1 1 4 4 17 3 20 33
三　重 1 1 1 1 2
滋　賀 2 1 3
京　都 3
兵　庫 1 1 1 1 2 2 12
奈　良 1 1 2 1 3 4
和歌山 1
大　阪 4 3 7 4 4 8 6
鳥　取
島　根
岡　山 2
広　島 1 1 1 1
山　口
徳　島
香　川
愛　媛 3
高　知
福　岡 2 2 1
佐　賀
長　崎
熊　本 1
大　分
宮　崎
鹿児島
沖　縄

22 7 29 6 3 9 22 2 24 94 32 126 118
12 県連盟 3 県連盟 9 県連盟 22 県連盟

5/2～5/6

那須野営場

埼玉県連盟

場　所

安　居　祐　治

ＢＳ課程

合計

山　本　　　哲
高　橋　　　聖

鈴　木　昌　子
高　崎　浩太郎

大阪連盟

5/2～5/6

キャンプおおさか

池　田　君　松

ＶＳ課程
静岡県連盟

5/2～5/6
ボーイスカウト

浜松太田山野営場

前
年
度
履
修
者
数
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（２）団指導者上級訓練課程「団委員実修所」

期　数 第 35 期 第 36 期
期　間 小

計
所　長

主任所員
所　員 8 人 8 人
履修者 男 女 計 男 女 計 男 女 計
北海道
青　森
岩　手
宮　城 2 2 2 2 1
秋　田
山　形
福　島 1
茨　城
栃　木
群　馬 9 1 10 9 1 10
埼　玉 2 2 2 2 12
千　葉 1
神奈川 4 4 4 4 1
山　梨 1
東　京 1 1 2 1 1 2 6
新　潟 2 2 2 2
富　山
石　川 1 1 1 1
福　井 1 1 1 1
長　野 1
岐　阜 9 9 9 9
静　岡 1 1 1 1
愛　知 2 2 2 2 6
三　重
滋　賀 1
京　都 1 1 1 1
兵　庫 2 2 2 2 4
奈　良
和歌山 1 1 1 1
大　阪 1 1 1 1 9
鳥　取
島　根
岡　山 1
広　島
山　口
徳　島
香　川
愛　媛
高　知
福　岡 7
佐　賀
長　崎
熊　本 1
大　分 2
宮　崎
鹿児島
沖　縄

17 17 22 2 24 39 2 41 55
7 県連盟 8 県連盟 15 県連盟

熊　谷　　　豊藤　田　俊　郎

群馬県連盟

10/12～10/14

前
年
度
履
修
者
数

岐阜市少年自然の家

岐阜県連盟

佐　藤　武　信

11/2～11/4

群馬県青少年会館

冨　田　昭　則

開　設

場　所

合計

-35-



（３）ウッドクラフトコース

期　数 第 4 期 第 5 期
期　間 小

計
Ｃ　Ｄ
隊長
所　員 9 人 9 人
履修者 男 女 計 男 女 計 男 女 計
北海道
青　森
岩　手
宮　城 1
秋　田
山　形
福　島
茨　城
栃　木
群　馬
埼　玉 1 1 1 1
千　葉
神奈川 1
山　梨 1 1 1 1
東　京 2 2 2 2 4 4 2
新　潟
富　山
石　川
福　井 1 1 1 1 2 2 1
長　野 1
岐　阜
静　岡 1
愛　知
三　重
滋　賀
京　都
兵　庫 3 3 3 3 7
奈　良
和歌山 1
大　阪 2 2 2 2 7
鳥　取 1 1 1 1
島　根
岡　山
広　島
山　口 1 1 1 1
徳　島
香　川
愛　媛
高　知
福　岡 5 1 6 5 1 6 1
佐　賀 1 1 1 1
長　崎
熊　本
大　分 1
宮　崎
鹿児島
沖　縄

11 11 10 1 11 21 1 22 24
7 県連盟 5 県連盟 10 県連盟合計

開　設 兵庫連盟 福岡県連盟 前
年
度
修
了
者
数

9/21～9/26 10/30～11/4

場　所 ろくろしの森キャンプ場 福岡県連盟 脇山野営場

藤　田　五　郎 坂　口　亮　二
高　田　真　志 井　口　雅　公
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（４）成人指導者訓練コース

期　数 第 68 期 第 43 期
期　間 小

計
Ｃ　Ｄ
Ｃ　Ｓ
所　員 10 人 9 人
履修者 男 女 計 男 女 計 男 女 計
北海道
青　森
岩　手
宮　城
秋　田
山　形
福　島 1 1 1 1 1
茨　城 1
栃　木 1
群　馬
埼　玉 1 2 3 3 3 4 2 6 2
千　葉 1 1 1 1 2 2 3
神奈川 3 3 3 3 1
山　梨 1 1 1 1 1
東　京 1 1 2 1 1 2 1 3 2
新　潟
富　山
石　川 2
福　井
長　野 1 1 1 1
岐　阜 1 1 1 1 1
静　岡 2 2 2 2 4 4 2
愛　知 3 3 3 3 6 6 4
三　重 1 1 1 1
滋　賀 1
京　都 1 1 1 1 2 2 2
兵　庫 2 2 1 1 1 2 3 4
奈　良 3 3 1 1 3 1 4
和歌山 1 1 1 1 1
大　阪 2 2 1 1 2 3 1 4 1
鳥　取
島　根
岡　山 1 1 1 1 1
広　島
山　口
徳　島
香　川 2 2 2 2
愛　媛
高　知
福　岡 1 1 1 1 2 2
佐　賀
長　崎
熊　本 2
大　分
宮　崎
鹿児島
沖　縄

24 5 29 17 2 19 41 7 48 33
16 県連盟 13 県連盟 19 県連盟合計

コース名 副リーダートレーナーコース リーダートレーナーコース 前
年
度
履
修
者
数

10/10～10/14 10/10～10/14

場　所 那須野営場 那須野営場

石　原　有紀子 藤　田　五　郎
富　永　和　也 脇　田　大　輔
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７．日本連盟トレーニングチーム員人数表

県連盟

北海道 4 (1) 6 (1) 10 (2) 4 (1) 6 (1) 10 (2)

青  森 2 1 3 2 1 3

岩　手 2 (1) 2 (1) 2 (1) 2 (1)

宮　城 3 1 (1) 4 (1) 2 (1) 2 (1) 3 3 (2) 6 (2)

秋　田 1 1 2 1 (1) 1 (1) 1 2 (1) 3 (1)

山　形 1 2 3 1 2 3

福　島 2 2 4 2 2 4

茨　城 5 9 (2) 14 (2) 1 1 5 10 (2) 15 (2)

栃　木 4 5 (2) 9 (2) 4 5 (2) 9 (2)

群　馬 3 5 8 1 (1) 1 (1) 3 6 (1) 9 (1)

埼　玉 4 (1) 16 (3) 20 (4) 4 (1) 16 (3) 20 (4)

千　葉 7 11 (4) 18 (4) 7 11 (4) 18 (4)

神奈川 7 (1) 19 (1) 26 (2) 7 (1) 19 (1) 26 (2)

山　梨 4 4 1 1 5 5

東　京 14 30 44 2 3 5 16 33 49

新　潟 3 (1) 1 4 (1) 2 2 3 (1) 3 6 (1)

富　山 3 (1) 2 (1) 5 (2) 3 (1) 2 (1) 5 (2)

石　川 1 3 4 1 1 1 4 5

福　井 1 3 4 1 3 4

長　野 1 5 6 1 5 6

岐　阜 4 (1) 5 9 (1) 4 (1) 5 9 (1)

静　岡 12 (2) 18 (4) 30 (6) 2 2 14 (2) 18 (4) 32 (6)

愛　知 20 (3) 37 (2) 57 (5) 2 2 20 (3) 39 (2) 59 (5)

三　重 3 1 4 1 1 3 2 5

滋　賀 3 5 8 3 5 8

京　都 4 11 (1) 15 (1) 3 (1) 3 (1) 7 (1) 11 (1) 18 (2)

兵　庫 6 13 19 1 1 6 14 20

奈　良 3 (1) 6 (2) 9 (3) 3 (1) 6 (2) 9 (3)

和歌山 2 3 5 2 3 5

大　阪 14 (1) 18 (4) 32 (5) 2 (1) 1 3 (1) 16 (2) 19 (4) 35 (6)

鳥　取 3 3 3 3

島　根 1 1 2 1 1 2

岡　山 2 (1) 1 3 (1) 2 (1) 1 3 (1)

広　島 1 1 2 1 1 2

山　口 3 1 4 3 1 4

徳　島 1 1 1 1

香　川 2 2 2 2

愛　媛 2 3 5 2 3 5

高　知

福　岡 5 4 9 2 2 5 6 11

佐　賀 2 (2) 2 (2) 2 (2) 2 (2)

長　崎 2 (1) 2 (1) 2 (1) 2 (1)

熊　本 2 1 3 2 1 3

大　分 2 2 2 2

宮　崎 1 1 1 1 1 1 2

鹿児島 2 4 6 2 4 6

沖　縄 2 2 2 2

合　計 160 (14) 271 (32) 431 (46) 9 (2) 20 (3) 29 (5) 169 (16) 291 (35) 460 (51)

( )は女性で内数

令和７年３月３１日現在
現　職　者 休　務　者 合　計

総合計
Ｌ Ｔ ＡＬＴ 合計 Ｌ  Ｔ ＡＬＴ 合計 Ｌ　Ｔ ＡＬＴ
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協力依頼額 会員数 *新規 扱件数 入金率 入金額 達成率

1 北海道 791,000 67 1 25 37.3% 289,000 36.5%

2 青森県 153,000 29 1 9 31.0% 166,000 108.5%

3 岩手 173,000 56 2 19 33.9% 272,000 157.2%

4 宮城県 364,000 39 3 20 51.3% 1,115,000 306.3%

5 秋田県 143,000 62 5 26 41.9% 597,000 417.5%

6 山形県 149,000 9 6 66.7% 342,000 229.5%

7 福島 465,000 13 3 23.1% 80,000 17.2%

8 茨城県 771,000 47 3 19 40.4% 897,000 116.3%

9 栃木県 490,000 23 15 65.2% 498,000 101.6%

10 群馬県 548,000 59 1 25 42.4% 548,000 100.0%

11 埼玉県 2,218,000 175 2 105 60.0% 2,272,000 102.4%

12 千葉県 1,832,000 145 2 93 64.1% 1,948,000 106.3%

13 神奈川 2,503,000 236 8 106 44.9% 2,683,000 107.2%

14 山梨 221,000 21 1 12 57.1% 226,000 102.3%

15 東京 4,596,000 530 16 316 59.6% 6,342,000 138.0%

16 新潟 339,000 126 1 48 38.1% 660,000 194.7%

17 富山県 460,000 12 1 5 41.7% 98,000 21.3%

18 石川県 466,000 40 1 14 35.0% 295,000 63.3%

19 福井 299,000 81 8 38 46.9% 1,003,000 335.5%

20 長野県 495,000 77 1 22 28.6% 735,000 148.5%

21 岐阜県 494,000 98 3 74 75.5% 1,358,000 274.9%

22 静岡県 1,697,000 189 9 104 55.0% 2,005,000 118.1%

23 愛知 3,395,000 463 15 246 53.1% 8,497,000 250.3%

24 三重 292,000 78 9 61 78.2% 985,000 337.3%

25 滋賀 460,000 36 1 18 50.0% 578,000 125.7%

26 京都 1,152,000 76 8 57 75.0% 1,198,000 104.0%

27 兵庫 2,085,000 321 18 181 56.4% 3,057,000 146.6%

28 奈良県 821,000 80 1 53 66.3% 1,070,000 130.3%

29 和歌山 341,000 68 58 85.3% 1,233,000 361.6%

30 大阪 3,019,000 132 3 74 56.1% 3,131,000 103.7%

31 鳥取 193,000 32 14 43.8% 349,000 180.8%

32 島根 217,000 20 16 80.0% 504,000 232.3%

33 岡山 433,000 48 32 66.7% 637,000 147.1%

34 広島県 483,000 57 36 63.2% 732,000 151.6%

35 山口県 411,000 50 1 26 52.0% 432,000 105.1%

36 徳島 178,000 23 2 12 52.2% 192,000 107.9%

37 香川 285,000 49 26 53.1% 697,000 244.6%

38 愛媛県 548,000 28 19 67.9% 552,000 100.7%

39 高知県 79,000 10 2 20.0% 25,000 31.6%

40 福岡県 937,000 153 10 66 43.1% 3,136,000 334.7%

41 佐賀県 243,000 39 21 53.8% 382,000 157.2%

42 長崎県 200,000 22 6 27.3% 70,000 35.0%

43 熊本県 470,000 16 1 8 50.0% 94,000 20.0%

44 大分県 212,000 11 2 7 63.6% 770,000 363.2%

45 宮崎 330,000 34 1 17 50.0% 398,000 120.6%

46 鹿児島県 271,000 25 14 56.0% 421,000 155.4%

47 沖縄県 278,000 20 15 75.0% 380,000 136.7%

37,000,000 4,025 141 2,189 54.4% 53,949,000 145.8%

日連（維持） 20,500,000 251 10 109 43.4% 8,905,000 43.4%

日連（寄付） - - - -

- - - - 8,905,000

57,500,000 4,276 151 2,298 53.7% 62,854,000 109.3%

＜　運営関係　＞

・日本連盟は維持会費・寄付金の合計

総合計

県連合計

48

日連合計

*新規は内数、累計。今年度新規加入者・社数

県名
２０２４年度 ２０２５年３月末日現在の実績

１．2024年度　県別維持会員数・維持会費入金状況表（2025年3月末日現在）
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２．褒章・叙勲等受章者 （敬称略） 

○ 春の叙勲･褒章

瑞宝中綬章   天雲 俊夫 (日本連盟評議員、香川連盟副連盟長) 

旭日双光章   青木  浩 (高知県連盟前理事長) 

旭日双光章   押尾 豊幸 (千葉県連盟おおとね地区佐倉第 3 団前育成会長) 

旭日単光章   山田 明良 (兵庫連盟副連盟長) 

藍綬褒章 内田 日出男 (大分県連盟事務局長) 

○ 秋の叙勲・褒章

旭日中綬章  堀嵜 純一（愛知連盟半田第５団育成会長） 

旭日小綬章  鈴木 隆一（山形県連盟後援会副会長） 

旭日小綬章  佐野 友保（日本連盟顧問・神奈川連盟副連盟長） 

旭日小綬章  片岡 憲彦（愛知連盟常滑第４団団委員） 

旭日小綬章  戸髙 有基（日本連盟名誉会議議長・大分県連盟副連盟長） 

瑞宝双光章  安藤 俊典（福島連盟須賀川第１団団委員長） 

瑞宝双光章  尾岡  孝之（滋賀連盟顧問、東近江第２団団委員長） 

瑞宝双光章  木村  誠 （滋賀連盟副連盟長、前理事長） 

瑞宝単光章  長谷アサ子（千葉県連盟松戸第７団副団委員長） 

瑞宝双光章  茂上  豊（東京連盟台東第４団団委員長） 

○ 高齢者叙勲

 瑞宝双光章  井上 誠一郎（埼玉県連盟川越第２団 育成会長） 

○ 社会教育功労者文部科学大臣表彰（役職は表彰名簿の「主要経歴」を記載）

菊地 康介（千葉県連盟 県コミッショナー） 

藤本 欣司（神奈川連盟 理事長） 

松谷 英真（富山県連盟 理事長） 

高村 昌克（石川県連盟 事務局長） 

前田 健一（福井連盟 副理事長） 

藤川 育宏（長野県連盟 副コミッショナー） 

榊原 孝治（愛知連盟 副理事長） 

松田 一三（鳥取連盟 理事） 

橋本 貢 （広島県連盟 副連盟長） 

岡寺 信政（山口県連盟 学識経験者理事） 

龍田 純孝（愛媛県連盟 連盟長） 

物故者 

日本連盟参与、愛知連盟特別顧問・長老 宇野 眞之（９５歳） ４月２０日 

総長・元理事長、東京連盟顧問・前連盟長 奥島 孝康（８５歳） ５月 １日 

元日本連盟名誉会議議員、熊本県連盟理事 深田 俊郎（８０歳） ５月１２日 

日本連盟顧問・先達・元副理事長、和歌山連盟特別顧問・前連盟長 山本 一郎（８８歳） ６月２８日 

元日本連盟特別顧問 金光 平輝（８９歳） ７月２１日 

元日本連盟常務理事 上島真一郎（９０歳） １１月１８日 

元日本連盟理事・東京連盟前理事長 白川 雅之（６７歳） ３月 ７日 
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３．他団体の役員・委員等の就任状況 （敬称略） 
注：（ ）内は、公益財団法人ボーイスカウト日本連盟役務、就任期間については、２０２４年度を含む期間を記載 

○ 内閣府（男女共同参画局）男女共同参画推進連携会議

議 員 水野 正人 （日本連盟理事長） 2023 年 8 月 16 日～2025 年 8 月 15 日 

○ 社会福祉法人 中央共同募金会

評議員 佐野 友保 （日本連盟専務理事） 2021 年 6 月 18 日～202４年 6 月１２日 

評議員 出田 行徳 （日本連盟専務理事） 202４年 6 月 1２日～2025 年 6 月定時評議員会まで 

○ 公益財団法人 日本宇宙少年団

評議員 杉原  正 （日本連盟顧問・先達） 2020 年 6 月 22 日～2024 年 6 月２４日  

2024 年 6 月 24 日～2028 年 6 月定時評議員会まで 

○ 公益社団法人 日本キャンプ協会

理 事 大久保秀人 （日本連盟事務局長） 2021 年 6 月 13 日～2021 年 6 月 11 日 

2022 年 6 月 11 日～2024 年 6 月定時社員総会まで 

○ 特定非営利活動法人 白川郷自然共生フォーラム

理 事 大久保秀人 （日本連盟事務局長） 2022 年 6 月 17 日～2024 年 6 月 16 日 

2024 年 ６月 17 日～2026 年 6 月 16 日 

○ 体験の風をおこそう運動推進委員会

委 員 水野 正人 （日本連盟理事長） 2024 年 4 月 1 日～2025 年 3 月 31 日 

企画推進チーム 吉村  敏（日本連盟事務局次長） 2024 年 4 月 1 日～2025 年 3 月 31 日 

○ 公益社団法人国土緑化推進機構 緑の奨励賞等選考委員会

委 員 大久保 秀人（日本連盟事務局長） 202４年 8 月 1 日～２０２６年 6 月３０日 

○ 高萩スカウトフィールド活用事業実行委員会（高萩市の委員会）

委 員 大久保 秀人（日本連盟事務局長） 2023 年 4 月 1 日～任務終了まで 

○ 独立行政法人国立青少年教育振興機構

評議員 吉村  敏 （日本連盟事務局次長） 2024 年 4 月 1 日～2026 年 3 月 31 日 
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４．各種名簿

※ 各種名簿は、２０２５年３月３１日現在
（２０２４年度内に終了した委員会等については任務終了日現在）

（１）評議員 　任期：２０２６年度定時評議員会まで
役務 氏名 役職

1 評議員長 永井　淳 ボーイスカウト愛知連盟 理事長

2 副評議員 森谷　治男 ボーイスカウト東京連盟 相談役

3 倉成　佳代子 ボーイスカウト福岡県連盟 理事

4 評議員 井沢　啓一 ボーイスカウト東京連盟 副理事長

5 井上　勲 ボーイスカウト愛知連盟 副理事長

6 牛山　佳久 ボーイスカウト埼玉県連盟 相談役

7 片平　紀行 ボーイスカウト千葉県連盟 理事長

8 黒田　茂 ボーイスカウト兵庫連盟 理事長

9 兒玉　友 日本福祉大学 准教授

10 齋藤　勉 ボーイスカウト山形県連盟 副理事長

11 真山　明夫 ボーイスカウト東京連盟 理事長

12 重 　　政子 ガールスカウト日本連盟 監事

13 鈴木　武 ボーイスカウト兵庫連盟 相談役

14 辰野　勇 (株)モンベル 代表取締役会長 兼 ＣＥО

15 田村　広美 ボーイスカウト秋田県連盟 理事長

16 天雲　俊夫 ボーイスカウト香川連盟 副連盟長

17 中川　玄一 ボーイスカウト神奈川連盟 相談役

18 西村　伸次 ボーイスカウト京都連盟 副連盟長

19 橋本　貢 ボーイスカウト広島県連盟 副連盟長

20 花岡　浩司 ボーイスカウト長野県連盟 理事長

21 濱田　雅弘 ボーイスカウト神奈川連盟 理事長

22 稗田　将也 ボーイスカウト鹿児島県連盟 副理事長

23 間下　正司 ボーイスカウト大阪連盟 参与

24 三浦　英夫 ボーイスカウト岐阜県連盟 理事長

25 村松　武博 ボーイスカウト静岡県連盟 副連盟長

26 森永　信一路 ボーイスカウト福岡県連盟 副連盟長

27 山梨　大輔 弁護士

28 吉久　義則 ボーイスカウト滋賀連盟 副連盟長

評議員２8人　

（２）理事・監事 任期：２０２６年度定時評議員会まで

役務 氏名 役職

1 理事長 水野　正人 ミズノ株式会社 相談役会長

2 副理事長 大坪　文雄 ボーイスカウト大阪連盟 連盟長、パナソニック ホールディングス株式会社 特別顧問

3 三毛　兼承 株式会社三菱ＵＦＪフィナンシャル･グループ 取締役 執行役会長

4 専務理事 出田　行徳 長野県連盟 副連盟長

5 常務理事 髙見　和宏 財務委員長、福井連盟 副理事長

6 和田　剛和 宮城県連盟 理事

7 理　事 村田　禎章 総コミッショナー、奈良県連盟 理事

8 木村　寿宏 副総コミッショナー、神奈川連盟 県副コミッショナー

9 松平　賴昌 国際コミッショナー、東京連盟

10 川瀬　政美 プログラムコミッショナー兼プログラム委員長、大阪連盟

11 𠮷野　博樹 ＡＩＳコミッショナー兼ＡＩＳ委員長、愛知連盟 理事

12 磯山　友幸 総務委員長、広報委員長、千葉商科大学 教授、経済ジャーナリスト

13 木村　直登 広報委員長、東京連盟

14 氏家　邦正 組織拡充委員長、愛知連盟 副理事長

15 井上　義雄 ファンドレイジング委員長、京都連盟

16 水戸守　雅之 法務担当、大阪連盟 副理事長

17 只野　太一 DX担当、東京連盟山手地区事務長

18 田村　聡子 ダイバーシティ＆インクルージョン特別委員長、奈良県連盟 県副コミッショナー

19 八巻　知子 信仰奨励小委員長、静岡県連盟伊豆地区 副コミッショナー

20 池田　美夏 大阪連盟

21 菊池　桐子 岩手連盟

22 小池　さくら 愛知連盟 理事

23 西尾　亜希子 武庫川女子大学 教授

24 山本　照恵 埼玉県連盟 副理事長

1 監　事 相原　光治 公認会計士・税理士

2 熊坂　博幸 公認会計士、ボーイスカウト東京連盟 監事

3 樽谷　進 弁護士、ボーイスカウト大阪連盟 参与

理事２４人　監事３人　合計２７人　
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（３）コミッショナーグループ
任期：２０２４年４月１日～２０２６年３月３１日

総コミッショナー 村田　禎章
副総コミッショナー 木村　寿宏
国際コミッショナー 松平　賴昌
プログラムコミッショナー 川瀬　政美
ＡＩＳコミッショナー 𠮷𠮷野　博樹
特命コミッショナー 護摩所　顕

森地　一夫
任期：２０２３年５月２６日～２０２５年定時評議員会

ブロック統括コミッショナー 三浦　雅人（北海道・東北）
中牟田　和彦（関東）
澤田　浩久（中部）
谷口　平八朗（近畿）
髙村　義則（中国・四国）
真田　康広（九州・沖縄）

（４）常設委員会　　　　任期：２０２４年４月１日～２０２６年３月３１日

【総務委員会】 【組織拡充委員会】　
委員長 磯山　友幸 委員長 氏家　邦政
委員 出田　行徳 副委員長 佐藤　之雄

井上　義雄 中圓尾　正
氏家　邦政 委員 岡﨑 　正悟
木村　寿宏 川島　一郎
木村　直登 杉尾　由加里
髙見　和宏 二神　正裕
只野　太一 光来出　忠司
水戸守　雅之
村田　禎章 【ファンドレイジング委員会】　
和田　剛和 委員長 井上　義雄

副委員長 加藤　満
【財務委員会】　 鈴木　俊明

委員長 髙見　和宏 松岡　悠和
委員 川村　悦子 委員 工藤　達也

松尾　和英 徳永　健人
生田目　元典

【共済委員会】 宮下　真美
委員長 和田　剛和 和田　弘江
副委員長 岩井　均
委員 飯塚　稔 【プログラム委員会】　

加古　洋輔 委員長 川瀬　政美
樽谷　徹 副委員長 小堤　泰

田村　聡子
【広報委員会】　 委員 浦田　健司

委員長 木村　直登 宇山　健太
副委員長 坂本　健 駒走　聡俊
委員 池田　	章浩 小茂田　岳広

岩壷　拓真 永島　啓介
柏原　一仁 橋本　敬太
金澤　磨呂 八巻　知子
唐澤　天音 山路　卓
桑田　哲平 横内　涼太郎
小松　弘明
税所　欣美 【Adults in Scouting(AIS) 委員会】　
鈴木　隆大 委員長 𠮷𠮷野　博樹
武末　健志 副委員長 山下　すみ江
寺道　紘毅 委員 荒岡　草馬
福田　真幸 池田　君松

久原　宗仁
富永　和也
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【危機管理委員会】　 【信仰奨励小委員会】　
任期：２０２４年４月１日～２０２６年３月３１日 任期：２０２４年４月１日～２０２６年３月３１日

委員長 水野　正人 委員長 八巻　知子
委員長代理 水戸守　雅之 委員 飯盛　安信
副委員長 出田　行徳 品田　千絵保

野上　健治 服部　行彦
村田　禎章 町田　正照
和田　剛和

委員 磯山　友幸
大久保　秀人
木村　寿宏
木村　直登
髙見　和宏

（５）特別委員会

【「スカウト用品経営会議」特別委員会】
任期：２０２４年４月１日～２０２６年３月３１日 任期：２０２４年４月１日～２０２６年３月３１日

委員長 出田　行徳 委員長 田村　聡子
委員 髙見　和宏 委員 伊藤　芳治

木村　直登 菊池　桐子
氏家　邦政 清水　美香
和田　剛和 西尾　亜希子
磯山　友幸 アドバイザー 水戸守　雅之
木村　寿宏

【第１９回日本スカウトジャンボリー実行本部】
【第３期中長期計画施策評価特別委員会】 任期：２０２４年５月７日～

任期：２０２４年８月２０日～２０２６年３月３１日 ２０２６年度１９NSJ会計の決算および報告書の作成まで

委員長 出田　行徳 実行本部長 出田　行徳
委員 磯山　友幸 副実行本部長 和田　剛和

木村　寿宏 実行本部員 井上　義雄
村田　禎章 木村　寿宏
和田　剛和 木村　直登

髙見　和宏
【第２６回世界スカウトジャンボリー派遣準備特別委員会】 村田　禎章

任期：２０２４年４月１日～派遣準備特別委員会が編成されるまで

委員長 出田　行徳 【第１９回日本スカウトジャンボリー運営委員会】
副委員長 松平　賴昌 任期：２０２４年５月７日～

２０２６年度１９NSJ会計の決算および報告書の作成まで

【那須野営場検討特別委員会】 委員長 和田　剛和
任期：２０２４年１０月５日～２０２５年５月定時評議員会まで 副委員長 木村　寿宏
委員長 出田　行徳 榊原　孝治
委員 磯山　友幸 羽原　文男

浦田　健司 委員 石本　康樹
木村　寿宏 上本　貴庸
髙見　和宏 岡本　明広
村田　禎章 工田　隆
和田　剛和 小山　正芳

千田　拓也
田中　隆登
寺道　紘毅
西山　考司
二宮　雄一
長谷川　榮一
藤原　健資
脇本　雄太

【ダイバーシティ＆インクルージョン特別委員会】　
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（６）実行委員会、タスクチーム等
【ＤＸタスクチーム】

任期：２０２４年４月１日～２０２６年３月３１日

チーム長 只野　太一 【Safe from Harmタスクチーム】　
チーム員 岩壷　拓真 任期：２０２４年４月１日～２０２６年３月３１日

米川　直輝 チーム長 水戸守　雅之

【アプリ開発タスクチーム】　 【第１３回日本アグーナリー実行委員会】　
任期：２０２４年１１月２７日～２０２６年３月３１日 任期：２０２１年５月１１日～２０２５年１月１１日

チーム員 二神　正裕 委員長 髙﨑　友延
副委員長 大槻　富寛

【危機管理規程見直しタスクチーム】　 櫻井　康博
任期：２０２４年４月１日～２０２６年３月３１日 和田　剛和
チーム長 和田　剛和 委員 植田　明子
チーム員 磯山　友幸 大江　裕樹

木村　寿宏 大関　宏之
野上　健治 梶原　圭介

河村　賀久
【１００周年記念史編纂委員会】　 黒田　茂

任期：２０１６年１月１９日～２０２４年１１月１３日 清水　美香
委員長 鈴木　國夫 高橋　弘之
委員 今井　章 夏井　宏

金井　昭二 宮崎　賞人
茂木　達郎

【ＪＯＴＡ-ＪＯＴＩタスクチーム】　
任期：２０２４年４月１日～２０２６年３月３１日

【災害対応タスクチーム】　 チーム長 田村　聡子
任期：２０２４年４月１日～２０２６年３月３１日 チーム員 足立　太郎
チーム長 吉村　庄平 木瀬　浩平
チーム員 村田　禎章 北川　菜穂子

野上　健治 パウル　ミヒャエル
伊藤　郁夫 山本　優
牧島　宏之 吉田　信昭

【２号会員登録管理小委員会】　 【熱中症対策におけるガイドライン作成タスクチーム】　
任期：２０２４年７月１日～２０２６年３月３１日 任期：２０２４年１０月５日～２０２５年５月２３日

委員長 二神　正裕 チーム長 護摩所　顕
委員 池田　君松 チーム員 岩井　均

清川　ひとみ 澤　朋宏
阪井　信也 和田　剛和
坂本　健
橋本　浩一 【音源制作タスクチーム】

任期：２０２４年４月１日～２０２６年３月３１日

【BＳ・ＶＳプログラム検討タスクチーム】　 チーム長 田村　聡子
任期：２０２４年４月１日～２０２６年３月３１日 チーム員 石原　徹
チーム長 小堤　泰 小笠原　妙香
チーム員 浦田　健司 佐古　正昭

郡島　三曉 志賀　靖之
小茂田　岳広 細川　淳之介
田中　隆弘 松永　光弘
田村　聡子 満仲　聡之
中本　祐太 山内　将貴
橋本　敬太
正木　靖宏 【地域における体験活動促進タスクチーム】　
三浦　雅人 任期：２０２４年１１月２０日～２０２６年３月３１日

横山　卓生 チーム員 古志　充
藪岡　克美

【プログラムヒント検討タスクチーム】　
任期：２０２４年６月２５日～２０２６年３月３１日 【「特色のある団」設置の研究と実証タスクチーム】　
チーム長 護摩所　顕 任期：２０２４年１１月１２日～２０２６年３月３１日

チーム員 松村　知子 チーム員 澤　朋宏
（BVS部門） 馬場　由美 田邊　洋一

長谷川　祐子 村田　俊彦
チーム員 川口　洋
（CS部門） 遠藤　利幸 【ボーイ隊以上からの入隊促進タスクチーム】　

大澤　久弥 任期：２０２４年９月７日～２０２６年３月３１日

チーム員 福島　宏一 チーム員 安孫子　一彦
（BS部門） 鈴木　昌子 小川　秀憲

智原　正志 武田　誠二郎
戸叶　太一
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（７）名誉会議
任期：２０２３年5月２６日～２０２５年度定時評議員会

議長 戸髙　有基
北海道･東北ブロック選出議員 大槻　富寛
関東ブロック選出議員 中島　清行
中部ブロック選出議員 木村　芳郎
近畿ブロック選出議員 津田　繁
中国･四国ブロック選出議員 中野　良裕
九州･沖縄ブロック選出議員 枝吉　和彦
学識経験者議員 増田　嘉一郎
学識経験者議員 瀧　　克己
学識経験者議員 山本　哲
学識経験者議員 横山　稔
特命コミッショナー 木村　寿宏

（８）全国ローバースカウト会議

【２０２３年度ＲＣＪ運営委員会】　 【２０２４年度ＲＣＪ運営委員会】　
任期：２０２３年５月２７日～２０２４年５月２５日 任期：２０２４年５月２５日～２０２４年５月２４日

議長 武田　蒼 議長 後　海咲
副議長 池田　美夏 副議長 米澤　陽良

大神　和孝 渡部　航也
委員 後　海咲 委員 三上　一輝

東儀　隆範 槇原　珠理
山本　流星 奥田　園加
本多　峰之 西口　歩希
石田　大輝 冨田　あさひ
末吉　美夢 佐藤　一紀
米澤　陽良 アドバイザー 小堤　泰
柴田　エルネスト　直弥 永島　啓介

アドバイザー 小堤　泰

（９）理事・監事選定委員会
任期：２０２３年１０月７日～２０２４年５月２４日

委員 出田　行徳
佐野　友保
永井　淳
水野　正人
村田　禎章

（１０）トレーニングチーム・ディレクター
任期：２０２４年４月１日～２０２６年３月３１日

ディレクター 藤田　五郎
副ディレクター 石原　有紀子

熊谷　豊
坂口　亮二
安居　祐治
脇田　大輔

（１１）世界及び地域委員会等委員
世界スカウト機構
地域・世界の役務 任期 氏名 日本連盟役務
世界表彰委員会　委員長 2025-2027 中野　まり 相談役

※2025.1.1～

アジア太平洋地域
地域・世界の役務 任期 氏名 日本連盟役務
スカウト委員会 委員 2018-2025 嶋田　寛 相談役
ユース・エンゲージメント小委員会 委員 2022-2025 片寄　朗
エデュケーショナル・メソッド小委員会 委員 2022-2025 大久保　秀人 事務局長
ガバナンス小委員会 委員 2022-2025 出田　行徳 専務理事
ソーシャル・インパクト小委員会 委員長 2022-2025 松平　賴昌 理事、国際コミッショナー
財団運営委員会 副委員長 2022-2025 村山　正
メッセンジャー・オブ・ピース コーディネーター 2022-2025 竹内　和夫
メンバーシップ・グロース コーディネーター 2022-2025 木村　寿宏 理事、副総コミッショナー

2023-2025 小池　さくら 理事リージョナル・ユース・リプレゼンタティブ コーディネーター
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（１４）名誉役員 任期：２０２６年３月３１日まで
氏　　　名 役 職

総　裁 御手洗　冨士夫 経団連 名誉会長、キヤノン株式会社 代表取締役会長兼社長ＣＥＯ
特別顧問 大　谷　光　淳 浄土真宗本願寺派 門主

岡　谷　篤　一 愛知連盟 連盟長、元日本連盟 理事長、岡谷鋼機株式会社 取締役相談役
金　光　浩　道 金光教 教主
樋　口　武　男 大和ハウス工業株式会社 名誉顧問

顧　問 逢　沢　一　郎 衆議院議員、ボーイスカウト振興国会議員連盟 会長
阿　部　昌　宏 天台宗 宗務総長
園　城　義　孝 浄土真宗本願寺派 総長
木　越　　　渉 真宗大谷派 宗務総長

久　米　邦　貞
日本連盟 先達、元日本連盟 副理事長・国際コミッショナー、久米美術館
館長、元ドイツ駐箚特命全権大使

佐　野　友　保 元日本連盟 専務理事
杉　原　　　正 日本連盟 先達、元日本連盟 常務理事・総コミッショナー
鈴　木　國　夫 日本連盟 先達、元日本連盟 理事・総コミッショナー
膳　師　　　功 元日本連盟 理事、元日本連盟コミッショナー
田　中　恆　清 神社本庁 総長
谷　口　　　修 元日本連盟 評議員長
長　澤　好　之 世界救世教 管長
西　村　　　稔 元日本連盟 専務理事・中央審議会副議長
日　枝　　　久 元日本連盟 副理事長、フジサンケイグループ 代表
福　嶋　正　己 元日本連盟 理事・日本連盟コミッショナー・名誉会議議長
松　平　賴　武 元日本連盟 副理事長・国際コミッショナー、学校法人本郷学園 名誉理事長

相談役 井　上　　　保 元日本連盟 理事・教育本部コミッショナー
齊　藤　斗志二 元ボーイスカウト振興国会議員連盟 会長
嶋　田　　　寛 元日本連盟 理事・国際コミッショナー
鈴　木　令　子 元日本連盟 理事・副コミッショナー
中　野　ま　り 元日本連盟 理事・国際副コミッショナー
廣　瀬　　　修 元日本連盟 副理事長
堀　　　秀　之 元日本連盟 評議員・中央審議会副議長
増　田　嘉一郎 元日本連盟 監事
松　本　　　宏 株式会社電通 客員、元日本連盟 理事

参与 犬　飼　康　元 元日本連盟 理事
酒　井　　　繁 元日本連盟 監事
鈴　木　節　子 元日本連盟 評議員
瀬　濤　康　匡 元日本連盟 理事・評議員
土　山　和　雅 元日本連盟 評議員
山　田　知　輝 元日本連盟 評議員

総裁１人　特別顧問４人　顧問１6人　相談役９人　参与6人　合計３6人　

（１５）称号
氏　　　名 役 職

先達 久　米　邦　貞 ボーイスカウト日本連盟 顧問
杉　原　　　正 ボーイスカウト日本連盟 顧問
鈴　木　國　夫 ボーイスカウト日本連盟 顧問

先達　3人　
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（１６）県コミッショナー

任期：２０２６年１２月３１日まで

県連盟 氏 名 県連盟 氏 名

北海道 吉　田　淳　一 滋　賀 田　中　隆　弘

青　森 三　浦　雅　人 京　都 谷　口　平八朗

岩　手 吉　田　和　宏 兵　庫 石　﨑　義　教

宮　城 田　端　恭　子 奈　良 黒　田　達　也

秋　田 吉　田 稔 和歌山 藤　田　弘　治

山　形 大　江　裕　樹 大　阪 西　田　俊　幸

福　島 渡　辺　千　春 鳥　取 神　庭　尚　志

茨　城 伊　澤　清　実 島　根 岩　田　春　子

栃　木 白　澤　正　年 岡　山 横　山　卓　生

群　馬 中　本　祐　太 広　島 森　本　正　彦

埼　玉 中牟田　和　彦 山　口 髙　村　義　則

千　葉 福　住　雅　裕 徳　島 新　浜　博　文

神奈川 中　鶴　英　昭 香　川 今　岡　秀　之

山　梨 松　木　淳　一 愛　媛 横　井　寿　子

東　京 村　山　大　介 高　知 所　谷 英

新　潟 牧　島　宏　之 福　岡 郡　島　三　曉

富　山 長　守 崇 佐　賀 門　田　辰　雄

石　川 蔦　原　平　吉 長　崎 松　本　和　博

福　井 赤　﨑　好　治 熊　本 九十九　宗　俊

長　野 武　田　清　孝 大　分 真　田　康　広

岐　阜 水　谷　憲　昭 宮　崎 齋　藤 謙

静　岡 澤　田　浩　久 鹿児島 林 洋　市

愛　知 河　村　武　人 沖　縄 川　端 登

三　重 正　木　靖　宏
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